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１．履修登録について                                                    

１-１．履修登録期間および履修登録確認・訂正期間                                             
履修登録は，ACSU にログイン後，キャンパス情報システムにて行います。方法については，「Web による履修登録・

成績確認」操作手引書を参照してください。 

 

対象科目 履修登録期間 履修登録確認・訂正期間 

前期・通年開講科目 ４月１０日（月）～４月１４日（金） ４月１８日（火）～４月２４日（月） 

後期開講科目 ９月２５日（月）～９月２９日（金） １０月３日（火）～１０月１０日（火） 

 

※履修登録時の注意事項   

・ 各学期の履修登録の上限単位数は，28 単位です（教職科目，ボランティアⅠ～Ⅳ，インターンシップⅠ～Ⅲ，公開

森林実習ⅠⅡ及び公開森林演習ⅠⅡ）は除く）。 

・ 通年開講科目は前期履修登録期間に履修登録をしてください。後期履修登録期間に履修登録することはできません。 

・ 各学期の（前半）と（後半）の同一曜日時限に開講される科目（例：「前期（前半）月曜１限」と「前期（後半）月

曜１限」）は，一方の科目を「その他」欄に入力してください。 

・ ４年次後期に集中講義の受講を希望する場合は，成績評価が卒業判定に間に合わない場合がありますので，卒業に必

要な単位の修得のためには履修できません。 

・ 履修登録確認・訂正期間は，履修登録期間に入力した内容に不備がある場合の確認・訂正期間です。受講すべき授業

を全て登録しているか，同じ授業名のコード間違いがないか，等を必ず確認してください。 

・ 例年，不定期に開講される授業（「専攻研究」「専攻演習」「科学英語Ⅱ」「プレゼンテーション演習ⅠⅡ」等）や集中

講義の履修登録を忘れる学生が多数います。必ず受講するすべての授業を履修登録してください。 

・ 履修登録内容の確認を怠り，不備があるまま履修しても，成績はつきません。 
 

１-２．履修取消制度について                                                                            
履修登録した授業の内容が見込みと違った場合，またそのまま続けても成績の見込みが立たない場合，あるいは何らか

の理由により受講が出来なくなった場合，その授業の履修登録を取り消すことができます。その授業の成績を GPA 算定

に含めないようにすることにより，GPA の低下を回避するための制度です。成績通知書には「取消」と記載されます。 

 以下の期間中に，履修取消願（学務グループにて配布）を，授業担当教員の承認を得た上で，学務グループ教務担当に

提出してください。 

 

 履修取消期間 例外 

前期・通年開講科目 

（集中講義を除く） 

履修登録確認・訂正期間終了後から 

５月３１日（水）１７時まで 

※前期（前半）・（後半）開講の授業は当該授

業の第３回目にあたる日までとする 

後期開講科目 

（集中講義を除く） 

履修登録確認・訂正期間終了後から 

１１月３０日（木）１７時まで 

※後期（前半）・（後半）開講の授業は当該授

業の第３回目にあたる日までとする 

※集中講義 履修登録確認・訂正期間終了後から講義開始日の２週間前まで 
         

※ 履修取消した授業科目は，GPA には算入されません。前期は５月末日までに，後期は１１月末日までに履修取消を

行わない場合は，GPA に算入されます。 

※ 履修登録確認・訂正期間以降に履修取消した授業科目は履修登録上限単位数に含まれ，新たに科目を追加することは

できません。 

※ 集中講義は，外部講師への依頼や講義の準備に影響が出るため，履修取消は 2 週間前までとしています。 
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２．出席・欠席について                                                    
２-１．出席について                                                                              
QR コードと ACSU 認証を利用して，皆さんの授業への出席を確認します。着席時に，自身が着席する机の QR コード

をスキャンして着席登録を済ませてください。 

 

※ スマートフォン，タブレット等，QR コードを読み取れる端末を忘れた場合や持っていない場合は，授業担当教員に

申し出て指示に従ってください。 

※ 欠席が続く場合，担当の先生から確認の連絡が入ることがあります。病気やけがによる入院等，長期に授業を欠席す

る場合は，早めに授業担当教員や担任の先生に連絡をしてください。 

 

①スマートフォン等のブラウザから https://qr-tsc.shinshu-u.ac.jp/qr/ にアクセ

スしてください。こちらが本学の出席確認システムに対応した専用サイトです（右

の QR コードからもアクセス可能です）。 

※このサイトをブックマーク（お気に入り）に入れておくと便利です。 
 

②アクセスすると，ACSU ログイン画面が表示されるので，ログイン ID とパスワー

ドを入力のうえ，「ログイン」をタップしてください。既にログイン済の場合は自動

で③に進みます。 

 

 
③［QR 読み取り］ボタンをタップしてください。 

 
④QR コードリーダーが起動します。出席確認用の QR コードを読み取ってください。 

※出席確認用ではない QR コードを読み取ると「不正な QR コードです」というメ

ッセージが表示されます。 

 
⑤打刻履歴に日時が記録されたら，登録完了。失敗した場合は手順③からやり直して

ください。 

 ※「通信に失敗しました」というエラー画面が表示される場合は，端末がネットワ

ークに繋がっていない可能性があります。学内の Wi-Fi またはモバイル回線が正

常に繋がっているかを確認してください。 

  
 

 

 

自身の出席状況は，キャンパス情報システムで確認することができます。 

※ 出席は当該授業時間終了後に反映されます。（反映までしばらくかかる場合があります。） 

※ 履修登録済みの授業のみ表示されます。 

※「打刻履歴（打刻日時・講義室・座席）の検索」をクリックすると，過去の打刻履歴を確認することができます。 
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なお，着席登録時間は【授業開始 10 分前から授業終了時間まで】です。それ以外の時間に行っても，出席確認シス

テムには反映されませんので注意してください。後期は第 3 時限の授業開始時間が 13 時になり，第 4 時限以降の開始

時間も前期とは異なりますので注意してください。 

 

時限 
前期 後期 

授業時間 出席読取時間 授業時間 出席読取時間 

第  １  時限  ９：００ ～ １０：３０ ８：５０ ～ １０：３０ ９：００ ～ １０：３０  ８：５０ ～ １０：３０ 

第  ２  時限 １０：４０ ～ １２：１０ １０：３０ ～ １２：１０ １０：４０ ～ １２：１０ １０：３０ ～ １２：１０ 

第  ３  時限 １３：３０ ～ １５：００ １３：２０ ～ １５：００ １３：００ ～ １４：３０ １２：５０ ～ １４：３０ 

第  ４  時限 １５：１０ ～ １６：４０ １５：００ ～ １６：４０ １４：４０ ～ １６：１０ １４：３０ ～ １６：１０ 

第  ５  時限 １６：５０ ～ １８：２０ １６：４０ ～ １８：２０ １６：２０ ～ １７：５０ １６：１０ ～ １７：５０ 

第  ６  時限 １８：３０ ～ ２０：００ １８：２０ ～ ２０：００ １８：００ ～ １９：３０ １７：５０ ～ １９：３０ 

 
２-２．欠席について                                                                                   
（1）公欠について 

授業の「公欠・公休」の制度はありませんが，下記の事由による欠席の場合は，学修の補充を受けるための申出を行う

ことができます。申出書（学務グループにて配布）及び下記必要な証明書を学務グループ教務担当に提出してください。 

 

備 書明証な要必 由  事    考 

登校が不可能な病気，負傷 
医師の診断書（または，負傷の内

容や療養期間の分かる書類） 

医師に法定感染症等（インフルエンザ等）と診断された

場合は，「（2）出席停止について」を参照してください。 

 亡死の）等妹姉弟兄，母父祖，母父（内以等親２ 等状礼御葬会 き引忌

災害の遭遇又は公共交通機

関の遅延・運休 
被災証明書等 学務グループ教務担当にご相談ください。 

裁判員の選任手続及び裁判

員の職務従事のため裁判所 

に出頭する場合 

裁判所からの呼出状又は 

出頭証明書の写し 
学務グループ教務担当にご相談ください。 

 

（2）出席停止について 

学校保健安全法施行規則第 18 条に規定する学校において予防すべき感染症にかかった又はかかった疑いがある場合

は，感染症拡大防止のため，「信州大学における学校保健安全法に基づく出席停止に関する要項」に基づき，「出席停止」

となります。これに関わる所定の手続きを行って下さい。 

①ACSU にログインし，「キャンパ

ス情報システム」をクリックする。 

 

 
 

 

②「出席確認」をクリッ

クします。 

 
 

③各授業の出席状況が確認できます。 
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 考   備 き続手な要必 由  事

法定感染症等（インフル

エンザ・新型コロナウイル

ス等）やはしか等 

ACSU の感染症等

報告システムから

症状を報告 

学校保健安全法施行規則第 18 条に規定する学校において予防すべき感

染症にかかった又はかかった疑いがある場合，自分の判断では登校しな

いようにしてください。なお，本欄の取り扱いは変更になる場合もあります。 

※共通教育科目における欠席の取扱いについては，共通教育履修案内を参照してください。 

３．期末試験について                                                    
専門科目の試験は，原則として各授業科目の最終授業時間（期末試験期間）に行います。科目によっては，担当教員が

別日に設定することもあります。試験期間中の試験時間割は，掲示等によりお知らせします。 

《欠席・遅刻の取り扱い》 

登校が不可能な病気またはやむを得ない事情で試験を受けられない時は，担当教員に電話等で連絡の上「2-2.欠席に

ついて」の項に準じて手続きしてください。申請内容により，授業担当教員の判断の上，配慮される場合があります。 

遅刻した場合，当該科目の試験開始 30 分過ぎの入室は，監督教員の許可がない限り原則として認めません。 

 

《受験の心得》 

不正な手段を用いて受験した場合は，厳重に処分されますので，試験は厳正な態度で臨み，カンニング等不正行為は

絶対に行ってはいけません。（下記参照）また，試験時は試験監督の指示に従い，机の上には指示されたもの以外は置

いてはいけません。スマートフォン・携帯電話等の携帯通信・情報機器は電源を切り鞄の中にしまう等，不正とみなさ

れる行為はしないよう各自気を付けてください。また，スマートウォッチ等も同様です（時計としての使用も不可）。 

 

本 学 が 実 施 す る 試 験 等 に お け る 不 正 行 為 の 事 例  

単位認定の可否 

当該科目 
不正行為を行っ

た学期の科目 

単位認定に係る試

験時の行為 

替え玉受験をすること及び替え玉受験を依頼すること。 

認定しない 認定しない 

許可されていないノート又は参考書等を使用すること。 

答案を交換すること。 

他の受験者の答案を見ること又は他の受験者に答案を見せる

こと。 

試験監督者の注意又は指示に従わない場合で特に悪質と認め

られるもの。 

その他不正な行為と認められること。 

単位認定に係るレ

ポート（卒業論文等

含む）の行為 

他人の著作物を盗用すること。 

認定しない 
認定しないことが

できる 
実験や調査結果のデータを捏造又は偽造すること。 

他人が書いたレポート並びに著作物を自分のものとして提出す

ること。 

他の学生に成り代わり授業に出席又は代返等の行為を行った者並びに同行為を依頼

した者。 認定しないこと

ができる 

特に悪質な場合

認定しないことが

できる 授業の実施に係るその他不正な行為と認められること。 

 

４．成績について                                                          
４-１．成績の開示について                                                                       

成績の開示日は下記のとおりです。キャンパス情報システム上，または学務にある証明書発行機で「成績通知書」を印

刷することで，各自で確認してください。 

 

対象科目 農学部専門科目開示日 共通教育科目開示日 

前期開講科目 ８月２３日（水） ９月１日（金） 

後期・通年開講科目 ２月１５日（木） ２月２８日（水） 
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４-２．成績評価分布の公表について                                                               
本学では学士課程における成績評価の厳格化の手段として，下記のとおり各授業における成績評価分布を受講生に公表

しています。 

成績評価分布とは：各授業における受講生の成績評価（秀・優・良・可・不可）の割合を示したものです。 

公開方法：キャンパス情報システム（成績開示日より公開） 

対象科目：学部専門科目のうち，下記に挙げる授業以外の科目 

【成績評価分布を公開しない授業科目】  

ゼミ単位で実施する科目（科学英語Ⅱ，プレゼンテーション演習ⅠⅡ，専攻演習，専攻研究Ⅰ～Ⅲ） 

教職の教科に関する科目，教職に関する科目，教科又は教職に関する科目 ，「インターンシップ」「ボランティア」「公開森林実

習」「公開森林演習」等の，本学部以外での評価に基づき単位認定を行う科目  

上記授業以外で受講登録者数が５名以下の授業  

※共通教育科目においても，一部科目を除き成績評価分布が公表されます。 

４-３．成績の疑義申立てについて                                                                  
成績に疑義がある場合は，以下の期限までに学務グループ教務担当に成績疑義申立書（学務グループにて配布）を提出

してください。学務グループから教員に照会を行います。 

 

対象科目 農学部専門科目 共通教育科目 

前期開講科目 ８月２９日（火） ９月７日（水） 

後期・通年開講科目 ２月２１日（水） ３月６日（月） 

※ 集中講義の成績疑義申立て期限は，集中講義の成績の開示日から一週間以内になります。 

 

５．副専攻プログラムの履修について                                    

５-１．副専攻プログラムの登録について                                                   
副専攻プログラムへの登録を希望する 22A の学生は，4 月１２日（水）17 時までに，副専攻プログラム登録申請書

を提出してください。様式は学務グループにあります。※副専攻プログラム登録申請書の提出には希望理由の記入やクラ

ス担任の署名・捺印が必要ですので，時間に余裕を持って取りに来てください。 

  副専攻プログラムの登録の可否は，4 月１８日（火）に掲示にて通知します（個別の通知は行いません）。結果を踏ま

えて，履修登録内容の確認・変更を履修登録確認・訂正期間中に行ってください。 

 
５-２．副専攻プログラム登録学生の研究室配属について                                        

副専攻プログラムを登録している学生で，副専攻コース先の研究室配属を希望する方は，4 月１４日（金）17 時まで

に「副専攻プログラム研究室配属申請書」を学務グループ教務担当に提出してください。様式は学務グループにあります。

※副専攻プログラム研究室配属申請書の提出には，希望する研究室の指導教員からの所見等が必要となりますので，時間

に余裕を持って取りに来てください。 

ただし，申請しても副専攻コースへの研究室配属要件を満たせなかった場合は，副専攻コースへの研究室配属はできま

せん。なお，副専攻コースへの研究室配属要件は以下のとおりです。 

・3 年次前期終了時までに副専攻プログラムの修了に必要な単位を 10 単位以上修得していること。 

・3 年次終了時までに副専攻プログラムの修了に必要な単位を全て修得できる見込みがあること。 

※あらかじめ当該教員と面談を行い，内諾を得る必要があります。 

上記要件を満たした場合は，研究室配属を許可する旨，８月３１日（木）までに個別に通知します。 

・申請後の研究室分属辞退は原則認めません。 

木

火５
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６．９月卒業について                                                          
卒業の時期は，通常３月ですが，修業年限を超えて在籍している学生を対象とした９月卒業の制度があります。 

対象者は，下記のとおりです。 

①当該年度の９月３０日までに休学期間を除き，４年以上の在学期間がある者。 

②当該年度の前期終了時までに卒業要件を満たしている者。 

（ただし，夏季休業中に行われる集中講義は，成績評価が卒業判定に間に合わない場合がありますので，卒業に必要

な単位数に含むことができません。） 

９月卒業願を６月３０日（金）までに学務グループ教務担当に提出してください。（卒業願は学務グループにありま

す。）※卒業願を提出した者のみ９月卒業判定の対象者となります。卒業要件を満たしていても，卒業願の申請をして

いない場合は，９月卒業ができません。 

なお，９月卒業申請予定者で，「専攻研究Ⅰ，Ⅱ」を修得済みで「専攻研究Ⅲ」を未修得の学生は，履修登録期間（４

月１４日（金））までに，学務グループに申し出てください。履修登録は学務グループが行います。 

７．卒業判定結果の開示について                                                 
卒業判定の開示日は以下のとおりです。伊那キャンパス掲示板及びキャンパス情報システムにて開示します。 

 

 業卒月３ 業卒月９ 

開示日 ９月５日（火） ３月６日（水） 

 

8．インターンシップ実習について                                           
１．インターンシップ参加条件について 

 インターンシップの単位化の有無，応募方法（個人応募/大学を通しての応募），実習日数を問わず，インターンシップ

に行く学生は以下の 2 点を満たしている必要があります。 

・「キャリアデザイン」の単位修得，または，eALPS で「インターンシップ事前学習」が受講済みである。 

・学研災学研賠保険（または生協の保険）に加入中である。 

２．申込み手続きについて（大学を通す場合） 

大学を通してインターンシップ申込みをする（申込書類に大学側記入欄がある）場合，募集要項に記載されている締

切日の 1 週間前までに提出書類を作成し，学務グループに提出してください。 

３．インターンシップの単位認定を希望する場合 

・単位認定を希望する場合は，受入先決定後，学務に申し出てください。履修登録及びレポートについて説明します。 

・「受入先決定届（履修登録用）」を印刷の上，実習 2 週間前までに学務グループに提出してください。履修登録は学務

グループが行います。実習開始後の申請はできません。実習時間：30 時間以上(1 単位) 

４．インターンシップの単位認定を希望しない場合 

・単位認定を希望しない場合も，実習前までに「受入先決定届（単位化なし）」を学務グループに提出してください。「受

入先決定届」を提出しないと正課の扱いにならず，万が一，実習中に怪我をした，実習先の物品を壊してしまった等

の場合に保険が適用されません。学研災・学研賠以外の保険（生協の保険など）に加入している場合は，保険の加入

元に保険内容を確認してください。 

※ 詳しくは本年度の「インターンシップの手引き」をご確認ください。不明点等，学務窓口で確認してください。 
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９．台風・大雪等における授業及び試験の取り扱いについて                              
平成 21 年 12 月 16 日 教育研究評議会決定 

令和 2 年 12 月 16 日 教育研究評議会改正 

  

台風・大雪等により，授業及び試験（以下「授業」という。）の実施が困難又は困難が予測される場合は，気象警報及び

公共交通機関の運行状況等により，教務担当の理事若しくは部局長が休講及び授業の再開を決定する。 

１．対象となる気象警報 

キャンパス所在地域の「大雨・暴風」又は「大雪・暴風雪」 

２．公共交通機関の状況 

鉄道（ＪＲ・私鉄）及び路線バスの運休 

３．休講の判断基準 

翌日の授業：前日夕方時点で，警報の発令が予想され，公共交通機関の運休が決定している。 

午前の授業：午前７時時点で，警報が発令されており，公共交通機関が運休している。 

午後の授業：午前 11 時時点で，警報が発令されており，公共交通機関が運休している。 

夜間の授業：午後３時時点で，警報が発令されており，公共交通機関が運休している。 

※上記に関わらず，キャンパス所在地域が特別警報の対象となった場合は，当該キャンパスの授業を直ちに休講と

する。 

４．授業再開の判断基準 

午前の授業：午前７時時点で，警報が解除されており，公共交通機関が運行している。 

午後の授業：午前 11 時時点で，警報が解除されており，公共交通機関が運行している。 

夜間の授業：午後３時時点で，警報が解除されており，公共交通機関が運行している。 

※ 大雪・暴風雪の場合は，警報解除後の積雪・除雪の状況も考慮する。 

５．各キャンパス等における決定者 

松本キャンパス及び全学に係る場合 教務担当の理事 

長野（教育）キャンパス  教育学部長 

長野（工学）キャンパス  工学部長 

伊那キャンパス  農学部長 

上田キャンパス      繊維学部長 

６．学生への周知方法 

・信州大学ホームページ（在学生の方）及び各学部ホームページのお知らせへの掲示 

・キャンパス情報システムのお知らせへの掲示 

・対象学生へのメール送信 

・授業中の場合は，校内放送又は授業担当教員を通じて周知 

※特別警報発令による休講についても周知は行うが，連絡が即時にできるとは限らないため，各自テレビ・ラジオ・

インターネット等で確認を行うものとする。 

７．補講 

休講措置を講じた場合は後日補講を行うものとし，補講日は各部局で決定する。 
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11．学校保健安全法施行規則第 18条に規定する感染症にかかった場合等の手続について         
学生が新型コロナウイルス感染症，インフルエンザ等の学校保健安全法施行規則第 18 条に規定する学校において予防

すべき感染症にかかった場合等においては，感染症拡大防止のため，「信州大学における学校保健安全法に基づく出席停

止に関する要項」に基づき，「出席停止」となりますので，以下のとおり手続を行ってください。 

※感染症に関する問合せ：総合健康安全センター 

※授業に係る手続きに関する問合せ：所属学部の学務係，共通教育窓口 

 

信州大学における学校保健安全法に基づく 

出席停止に関する要項 
実際の手続 

（趣旨） 

第 1 この要項は，信州大学の学生が学校保

健安全法施行規則第 18 条に規定する学校に

おいて予防すべき感染症（以下「感染症」と

いう。）にかかった場合等の授業の出席の取扱

いに関し，必要な事項を定める。 

 

・学校保健安全法施行規則第 18 条に規定する学校において予防すべき感

染症の詳細は，総合健康安全センターのウェブサイトに案内を掲載して

いますので，参照してください。 

URL：https://www.shinshu-u.ac.jp/institution/kenkou/kenko/seigen.pdf 

（出席停止）  

第 2 学長は，感染症にかかった学生，かかっ

ている疑いがある学生又はかかるおそれのあ

る学生があるときは，授業への出席を停止さ

せることができる。ただし，オンラインで実

施する授業への出席について学生が申し出た

場合は，これを妨げない。 

2 出席停止の期間は，学校保健安全法施行

規則第 19 条の規定を基準として，総合健康

安全センター長が決定し，出席停止の理由と

ともに学生に通知する。 

 

・感染症にかかった又はかかっている疑いがある場合は，ACSU にログイ

ンし，「【学生用】感染症等発生・消失報告」メニューから「発生報告」

登録を行ってください。 

・登録が完了すると，感染症等報告システムから登録完了メール及び出席

停止期間通知（始期）メールが送信されます。 

・登録内容について，総合健康安全センターから電話で聞き取りをする場

合がありますので，必ず対応してください。 

・症状が消失したら，再度，「【学生用】感染症等発生・消失報告」メニ

ューから「症状消失」登録を行ってください。出席停止期間（終期）通

知メールが送信されます。 

・感染症等報告システムから出席停止の旨をメールで通知された学生は，

対面で行われる授業への出席が停止されます。 

・体調に支障がなく，オンラインで実施されている授業へ自宅からアクセ

ス可能な場合は，出席しても構いません。 

・出席停止期間中，入院していない場合は，自宅待機してください。感染

拡大防止のためサークル活動やアルバイト等も行わないでください。 

（感染症にかかった場合等の申告） 

第 3 学生は，感染症にかかった場合又はか

かっている疑いがある場合は，速やかにその

旨を大学に申告しなければならない。 

（出席停止期間の授業の扱い） 

第 4 出席停止期間中の授業については，欠

席扱いとしない。 

2 出席停止期間中が長期間にわたる場合の

取扱いについては，その都度当該学生の所属

部局及び学生が受講する授業の開講部局間で

協議する。 

 

※出席確認システムには出席停止期間は反映されません。 

（授業担当教員への情報共有） 

第 5 学生が出席停止となった場合は，当該学

生が履修登録している授業の担当教員に情報

共有する。 

 

・学生が出席停止になると，教員が利用するキャンパス情報システムの受

講者名簿に出席停止期間が表示されます。 

（授業担当教員への報告） 

第 6 出席停止とされた学生は，第 2 第 2 項

の通知を示して授業担当教員に出席停止を受

けたことを報告する。 

 

・感染症等報告システムから送信された出席停止期間が記載されているメ

ールを授業担当教員に転送または印刷して提示することで，出席停止を

受けたことを報告し，出席停止期間中の授業の学修の補充について，教

員から指示を受けてください。 

・教員への報告は，状況に応じて，出席停止通知後または症状消失後速や

かに行ってください。 
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（出席停止とされた学生への配慮義務） 

第 7 第 6 の報告を受けた授業担当教員は，

当該学生に対し，レポートや e-Learning の

活用等，当該授業の特性に合わせた方策によ

り出席停止期間中の学修を補充する支援を行

い，当該学生が履修上不利益とならないよう

に配慮しなければならない。 

 

・学生から報告を受けた教員は，キャンパス情報システムの受講者名簿に

記載されている出席停止期間が学生の申し出と一致するかを確認した上

で，学生に対し，出席停止期間中の授業について，レポートや e-Learning

の活用等の方策により学修を補充する支援を行います。 

（試験の取扱い） 

第 8 出席停止期間中の試験の取扱いについ

ては，当該授業科目を開講する部局の判断に

おいて，追試験の実施やレポート等で対応し，

当該学生が履修上不利益とならないように配

慮する。 

 

・当該授業の開講部局で追試験制度が定められている場合には，その手続

きに従ってください。追試験制度が定められていない場合には，授業担

当教員の指示に従ってください。 

附 則 

この要項は，令和５年 4 月 1 日から実施する。 

 

 

 

 

≪感染症等発生・消失報告システムの利用手引≫ 

 

ACSU ログイン後の画面に表示されるメニュー

「【学生用】感染症等発生・消失報告】」をクリ

ックします。 

●症状が発生した場合： 

「発生報告」をクリックすると，発生報告の入

力画面に移動します。各画面に表示される指示

に従って，必要事項を入力してください。登録

が完了すると，登録完了画面に注意事項が表示

されるので，必ず確認してください。 

 

●発生報告後，症状が無くなった場合： 

「消失報告」をクリックすると，消失報告の入

力画面に移動します。各画面に表示される指示

に従って，必要事項を入力してください。登録

が完了すると，登録完了画面に注意事項が表示

されるので，必ず確認してください。 

 
※画面に表示されるメッセージは変更される場合があります。 

※メニューの表示位置は変更となる場合があります。 
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令和 5 年度（2023 年度） 

伊那キャンパス 開講科目一覧表・時間割表 
 

 

* * * 注意事項 * * * 

・ 入入学学年年度度ののカカリリキキュュララムムにによよっってて，，履履修修ででききるる科科目目，，履履修修ででききなないい科科目目ががあありりまますすののでで注注意意してくだ

さい。 

・ 時間割や講義室は変更になる場合があります。掲示板やキャンパス情報システムを毎日確認するよう

にしてください。 

・ 授業に関するお知らせは，原則として掲示で行われます。講講義義棟棟１１階階ににああるる授授業業にに関関すするる掲掲示示板板をを毎毎

日日確確認認してください。なお，休講・講義室変更の情報については，キャンパス情報システムに掲示し

ます。 

・ （前半）（後半）はそれぞれ各学期の前半半分，後半半分の期間で行います。授業日程については，

シラバスあるいは掲示等で確認してください。 

・ 松本キャンパスで開講される授業を履修しなければならない学生は，学務グループにある「共通教育

履修案内」を参照してください。 

 

* * * 時間割表の見方 * * * 

・ グレー塗りつぶしの授業は大学院の授業ですので，履修できません。 
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※講義室，担当教員は時間割表またはシラバスで確認してください。

 登録コード 題目名 単位数  講義期間 曜日 時限

20A以前
の学生
の履修  登録コード 題目名 単位数  講義期間 曜日 時限

20A以前
の学生
の履修

A2501200 信州農学概論 2 前期 月曜 3限 〇 A3142200 統計情報処理演習 2 前期 金曜 1限 〇

A2502200 遺伝学 2 前期 水曜 2限 〇 A3140200 生物系基礎実験 2 前期(前半) 火・木・金 3-5限 〇

A2503200 生物統計学 2 前期 月曜 2限 〇 A3141200 化学系基礎実験 2 前期(後半) 火・木・金 4-5限 〇

A2504200 分子生物学 2 前期 火曜 2限 〇 A3143200 生化学・分子生物学系実験 2 後期(後半) 火・木・金 3-5限 〇

A2506200 野生資源植物学 2 後期 水曜 2限 〇 A3144200 有機・分析化学系実験 2 後期(前半) 火・木・金 3-5限 〇

A2507200 国際農学概論 2 後期 水曜 3限 〇 A3145300 食品化学系実験 2 前期(前半) 火・木・金 3-5限 〇

A2508400 先鋭領域特別講義 2 前期 月曜 3限 〇 A3146300 微生物学系実験 2 前期(後半) 火・木・金 3-5限 〇

A2509200 キャリアデザイン 1 前期（前半） 水曜 5限 〇 A3201200 動物遺伝育種学 2 後期 月曜 2限 〇

A2510300 国際共修プログラムA 2 通年(集中) 集中 ● A3202200 動物生殖学 2 後期 水曜 1限 〇

A2511300 国際共修プログラムB 2 通年(集中) 集中 ● A3204200 動物解剖組織学 2 後期 水曜 2限 〇

A2540300 海外農学実習 2 通年(集中) 集中 〇 A3205200 動物生理学 2 前期 火曜 1限 〇

A2541200 農林フィールド実習 1 前期(後半) 金曜 1-5限 〇 A3206300 免疫科学 2 後期 金曜 2限 〇

A2542200 植物生産一貫実習Ⅰ 1 前期 金曜 3-4限 〇 A3207200 動物栄養学 2 前期 月曜 1限 〇

A2543200 植物生産一貫実習Ⅱ 1 後期 金曜 3-4限 〇 A3208200 家畜衛生学 2 前期 木曜 2限 〇

A2544300 植物生産一貫実習Ⅲ 1 前期 火曜 3-4限 〇 A3209200 飼料学 2 後期 木曜 1限 〇

A2557200 動物生産システム実習 2 通年 木曜 3-4限 ● A3210200 動物管理学 2 後期 火曜 1限 〇

A2547200 高冷地域植物生産生態学演習 2 前期(集中) 集中 ●※1 A3211300 草地生態学 2 前期 金曜 2限 〇

A2548200 高冷地域動物生産生態学演習 2 前期(集中) 集中 ●※1 A3212300 アニマルウェルフェア科学 2 前期 水曜 3限 〇

A2549200 高冷地域生物生産生態学演習 2 前期(集中) 集中 ●※1 A3213300 野生動物学 2 後期 月曜 1限 〇

A2550300 高冷地域応用フィールド演習 2 前期(集中) 集中 ●※1 A3214200 酪農微生物学 2 前期(集中) 集中 〇

A2551200 野生植物生態基礎演習 2 前期 木曜 3-5限 〇 A3215200 畜産物利用学 2 前期 木曜 2限 〇

A2552200 森林生産実践演習 2 前期(前半) 金曜 1-5限 〇 A3216300 食品製造学 2 後期 金曜 1限 〇

A2553200 自然の成り立ちと山の生業演習 2 前期(集中) 集中 〇 A3218300 科学英語Ⅰ（動物） 1 前期（前半） 月曜 1限 〇

A2554200 山岳環境保全学演習 2 前期(集中) 集中 〇 A3219200 生殖工学 2 前期 金曜 1限 ✕

A2555200 海外農学研修Ⅰ 1 通年(集中) 集中 〇 A3220300 家畜品種・改良論 1 前期（後半） 月曜 1限 ✕

A2556200 海外農学研修Ⅱ 1 通年(集中) 集中 〇 A3221200 動物細胞生物学 2 前期 木曜 2限 ✕

A2560200 ボランティアⅠ 1 通年(集中) 集中 〇 A3240300 統計演習 2 後期 水曜 2限 〇

A2561200 ボランティアⅡ 1 通年(集中) 集中 〇 A3241200 動物資源化学実験 2 前期 火曜 3-4限 〇

A2562300 ボランティアⅢ 1 通年(集中) 集中 〇 A3242200 動物生命機能学実験 2 後期 金曜 3-4限 〇

A2563300 ボランティアⅣ 1 通年(集中) 集中 〇 A3243300 動物資源生産学実験 2 前期 金曜 3-4限 〇

A2564200 インターンシップⅠ 1 通年(集中) 集中 〇 A3245200 国内牧場実践実習 2 通年（集中） 集中 〇

A2565300 インターンシップⅡ 1 通年(集中) 集中 〇 A3301200 植物遺伝育種学 2 前期 月曜 1限 〇

A2566400 インターンシップⅢ 1 通年(集中) 集中 〇 A3302200 植物遺伝資源学 2 後期 木曜 2限 〇

A2576200 公開森林実習Ⅰ 1 通年(集中) 集中 〇 A3304200 植物生理学 2 前期 火曜 1限 〇

A2577200 公開森林実習Ⅱ 1 通年(集中) 集中 〇 A3305200 栽培学 2 後期 水曜 1限 〇

A2578200 公開森林演習Ⅰ 2 通年(集中) 集中 〇 A3306200 作物学 2 後期 火曜 1限 〇

A2579200 公開森林演習Ⅱ 2 通年(集中) 集中 〇 A3307200 高冷地生物生産管理学 2 後期 金曜 1限 〇

A3101200 有機化学Ⅱ 2 前期 水曜 1限 〇 A3309300 果樹園芸学 2 前期 月曜 1限 〇

A3102300 生体反応化学 2 前期 月曜 2限 〇 A3311300 青果品質保全学 2 前期 水曜 1限 〇

A3103300 天然物ケミカルバイオロジー 2 前期 金曜 2限 〇 A3313200 土壌学 2 後期 金曜 2限 〇

A3104200 生物物理化学 2 後期 金曜 1限 〇 A3314300 植物圏気象学 2 前期 木曜 2限 〇

A3105200 有機分析化学 2 後期 金曜 2限 〇 A3315200 応用昆虫学 2 後期(集中) 集中 〇

A3106300 機器分析化学 2 前期 火曜 1限 〇 A3316200 雑草学 2 後期 火曜 2限 〇

A3107200 食品化学 2 後期 木曜 2限 〇 A3317300 植物病理学 2 前期 水曜 2限 〇

A3108300 栄養機能化学 2 前期 火曜 2限 〇 A3319300 農業経営学 2 前期 金曜 2限 〇

A3109300 食品衛生学 2 後期 水曜 1限 〇 A3320300 農業経済学 2 後期 月曜 2限 〇

A3110200 酵素化学 2 後期 水曜 2限 〇 A3322300 科学英語Ⅰ（植物） 1 前期 金曜 1限 〇

A3111200 代謝生化学 2 後期 水曜 1限 〇 A3323200 蔬菜・花卉園芸学 2 後期 木曜 1限 ●

A3112200 分子細胞生物学 2 後期 火曜 2限 〇 A3324200 植物資源科学実験法 2 後期 木曜 3限 ●

A3113300 遺伝子工学 2 前期 木曜 1限 〇 A3325200 植物病学 2 後期 月曜 2限 ×※2

A3114200 微生物学 2 前期 火曜 1限 〇 A3340200 植物資源科学基礎実験 2 前期 木曜 3-5限 〇

A3115300 応用微生物学 2 前期 水曜 2限 〇 A3341200 植物資源科学実験Ⅰ 2 後期 木曜 4-5限 〇

A3116200 きのこ科学 2 後期 月曜 1限 〇 A3342200 植物資源科学実験Ⅱ 2 後期 火曜 3-5限 〇

A3117300 菌類資源科学 2 前期 木曜 2限 〇 A3343300 植物資源科学実験Ⅲ 2 前期 水曜 3-4限 〇

A3119300 科学英語Ⅰ（生命） 1 前期(前半) 水曜 1限 〇 A3344300 統計情報演習 2 前期 木曜 1限 〇

A3120200 生物分析化学 2 前期(後半) 火・木・金 3限 ● A3345300 キャリア農学演習 1 前期(後半) 月曜 2限 〇※3

令和5年度伊那キャンパス開講科目一覧（カリキュラム別・コード順）

※「20A以前の学生の履修」欄に「●」印のある科目は，入学年次によって，自身のカリキュラム科目と読替が可能な科目です。
読替の可否及び，どの科目に読み替えられるかを「カリキュラム新旧対照表」で確認してから履修してください。
※20A以前の学生が履修可能な科目は「20A以前の学生の履修」欄が「〇」の科目です。「×」の科目は，20A以前の学生は履
修できません。
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 登録コード 題目名 単位数  講義期間 曜日 時限

20A以前の
学生の履

修  登録コード 題目名 単位数  講義期間 曜日 時限

20A以前の
学生の履

修

A3401100 土質および水理学 2 前期 水曜 4限 〇 A35903** 科学英語Ⅱ 1 後期(集中) 不定期 〇

1Ⅰ習演ンョシーテンゼレプ**31953A〇限2曜火期前2学量測0022043A 後期(集中) 不定期 〇

A3403200 森林生態学 2 前期 木曜 1限 〇 A35924** プレゼンテーション演習Ⅱ 1 前期(集中) 不定期 〇

〇5※1習演攻専**33953A〇限1曜火期後2学地立林森0024043A

2Ⅰ究研攻専**34953A〇限1曜木期後2学林造0035043A 後期(集中) 不定期 〇

A3406200 森林経営・経済学 2 前期 水曜 3限 〇 A35954** 専攻研究Ⅱ 5 前期(集中) 不定期 〇

A3407200 森林利用学 2 後期 月曜 2限 〇 A35964** 専攻研究Ⅲ 5 後期(集中) 不定期 〇

〇限4曜月期前1導指業職0091059A〇限2曜火期前2学報情林森0038043A

A3409200 木材組織学 2 前期 火曜 1限 〇 A9502900 理科指導法Ⅰ 2 前期 月曜 4・5限 〇

A3410200 木材理学 2 後期 木曜 2限 〇 A9503900 理科指導法Ⅱ 2 後期 水曜 4限 〇

A3411300 ティンバーエンジニアリング 2 前期 水曜 1限 〇 A9504900 理科指導法Ⅲ 2 前期 水曜 5限 〇

A3412200 森林水文学 2 後期 火曜 3限 〇 A9505900 理科指導法Ⅳ 2 後期 月曜 3限 〇

A3413200 治山・砂防工学 2 後期 火曜 2限 〇 A9506900 農業科指導法Ⅰ 2 前期 月曜 3限 〇

A3414300 流域保全計画学 2 前期 木曜 4限 〇 A9507900 農業科指導法Ⅱ 2 後期 水曜 4限 〇

A3423200 農山村計画学 2 前期 木曜 2限 ●※4 A9508900 教育実習事前・ 〇年通1導指後事

A3416200 生産環境学 2 後期 木曜 1限 〇 A9540900 物理学実験 1 前期(集中) 集中 〇

1験実学化0091459A〇限2曜月期後2学備整村農0037143A 前期(集中) 集中 〇

A3418200 緑地計画学 2 後期 水曜 1限 〇 A9542900 生物学実験 1 前期(集中) 集中 〇

4習実育教礎基等中0093459A〇限1曜水期前2学園造0029143A 通年（集中） 集中 〇

A3420300 緑地保全学 2 前期 木曜 1限 〇 A9544900 高等学校教育実習 2 通年（集中） 集中 〇

A3422300 科学英語Ⅰ（森林） 1 前期 水曜 3限 〇 A9545900 教育実践演習（中・高） 2 後期 月曜 4限 〇

A3441200 測量学実習 2 前期 火曜 3-5限 〇

A3442300 環境統計学演習 2 後期 火曜 3-5限 〇 ※1：22A以前の学生が履修する場合も読替。

A3443300 構造力学演習 2 前期 水曜 2限 〇 ※2：21Aの学生も履修不可。

A3444300 土木材料学演習 2 後期(後半) 金曜 1-5限 〇 ※3：19A以前の学生は履修不可。

A3445300 森林生態学演習 2 前期(後半) 金曜 1-5限 〇 ※4：21Aの学生が履修する場合も読替。

A3446300 樹木医総合演習 1 前期(集中) 集中 〇

A3447300 森林利用デザイン演習 2 後期(前半) 金曜 1-5限 〇

A3448300 森林計測・GIS演習 2 前期 火曜 3-4限 〇

A3449300 治山・砂防演習 2 前期(前半) 金曜 1-5限 〇

A3450200 木材科学演習 2 後期 木曜 3-4限 〇

A3451200 木材工学演習 1 後期(前半) 金曜 1-5限 〇

A3452200 生産環境計測演習 2 後期(前半) 金曜 1-5限 〇

A3453300 農村整備演習 2 後期 木曜 3-5限 〇

A3455300 緑地設計製図 2 後期(前半) 金曜 1-5限 〇

 登録コード 題目名 単位数  講義期間 曜日 時限  登録コード 題目名 単位数  講義期間 曜日 時限

G3D21134 アカデミック・イングリッシュ・フェイズⅢ(中級） 2 前期 月曜 4限 Q4200902 道徳教育の理論と実践【第4欄】 2 後期 木曜 5限

G3D21135 アカデミック・イングリッシュ・フェイズⅢ(中級） 2 前期 月曜 4限 Q4300903 特別活動の理論と実践【第4欄】 1 前期(後半) 水曜 4限

G3D21136 アカデミック・イングリッシュ・フェイズⅢ(中級） 2 前期 月曜 4限 Q4400903 教育方法論【第4欄】 1 前期(前半) 水曜 4限

G3D21137 アカデミック・イングリッシュ・フェイズⅢ(初級） 2 前期 月曜 5限 Q4500904 生徒指導の理論と実践【第4欄】 2 後期 火曜 2限

G3D21138 アカデミック・イングリッシュ・フェイズⅢ(初級） 2 前期 月曜 5限 Q4700902 総合的な学習の時間の指導法 1 後期(後半) 月曜 5限

G3D21234 アカデミック・イングリッシュ・フェイズⅣ(中級） 2 後期 月曜 3限

G3D21235 アカデミック・イングリッシュ・フェイズⅣ(中級） 2 後期 月曜 3限

G3D21236 アカデミック・イングリッシュ・フェイズⅣ(中級） 2 後期 月曜 3限

G3D21237 アカデミック・イングリッシュ・フェイズⅣ(初級） 2 後期 月曜 4限

G3D21238 アカデミック・イングリッシュ・フェイズⅣ(初級） 2 後期 月曜 4限

＊＊＊ 共通教育科目 ＊＊＊

令和5年度伊那キャンパス開講科目一覧（カリキュラム別・コード順）

※5:講義期間はコース毎異なる。
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農学部　令和5年度時間割表
目科るいてれさ定指に目科合融際学のスーコ学科能機命生)生(】生【 ★表

目科るいてれさ定指に目科合融際学のスーコ学科命生源資物動)動(】動【
目科るいてれさ定指に目科合融際学のスーコ学科源資物植)植(】植【
目科るいてれさ定指に目科合融際学のスーコ学生共境環・林森)森(】森【

※ (  )内の数字は，コースが指定する学際融合科目の標準履修年次 【森】　
・・・修士対象の科目

※右上の○囲み数字は開講コースの標準配当年次 森林・環境共生学コ

講義室(収容数) １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ １ ２
00510DSB00510BSB00520DSB005302SB00500LSA00540BSB

先進生命化学特論
［生命工学］

生物学基礎 生体ロボット学特論
［生体医工学］

生命工学特論
［生命工学］

生体医工学特論
［生体医工学］

(54名) 1階 ［天野・水野・田川］ ［羽ニ生] ［塚原］ ［生命工学分野全教員］ ［生体医工学分野全教員］

ASK00500 ASB00500

(54名) 1階
A9502900  ② A9502901  ②

理科指導法Ⅰ
［下澤］

理科指導法Ⅰ
［下澤］

(54名) 1階
A9506900  ③ A9501900 ②③④

農業科指導法Ⅰ
［飯沼]

職業指導
［飯沼］

(54名) 1階
A3218300/A3220300　③ AS200500 G3D21134　② A3205200  ② A3402200  ② A3441200 ② ③  0035113A③  0039113A

食と緑の科学特論
［教務副委員長］

ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･
ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ・ﾌｪｲｽﾞⅢ
(中級)［北原］

動物生理学
［米倉］

測量学
［小野・福山］

(前半)科学英語Ⅰ
(生命)

［保坂・喜井・片山・筒井］

応用微生物学
［池田・保坂］

(126名) 1階 (生2・植2・森2) 【森】 【生】 (動3・植3・森2)
A3106300  ③ ASJ00500/AS402500 ASA00500/AS405500

機器分析化学
［藤田・真壁］

(96名) 1階 (動3・植3・森3)
A3102300  ③

生体反応化学
［大神田・喜井］

(54名) 2階
ASQ00500 AS

(54名) 2階
G3D21135  ② G3D21137  ② A3114200  ② A3101200  ② A3317300  ③ A321230
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･

ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ・ﾌｪｲｽﾞⅢ
(中級)［ﾘｱﾅ］

ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･
ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ・ﾌｪｲｽﾞⅢ

(初級)［ﾘｱﾅ］

微生物学
［池田・竹野］

有機化学Ⅱ
［藤田・真壁］

植物病理学
［加藤(新)］

(126名) 2階 (動2・植2・森2) (生3・動3・森3)
A3301200  ② A3593340  ③/A3345300  ③ G3D21136  ② G3D21138  ② ③  0033443A③  0031143A③  0038043A②  0029043A

植物遺伝育種学
［松島］

ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･
ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ・ﾌｪｲｽﾞⅢ
(中級)［矢亀］

ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･
ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ・ﾌｪｲｽﾞⅢ
(初級)［矢亀］

木材組織学
［安江］

森林情報学
［上村］

ティンバー
エンジニアリング
［末定・安江］

構造力学演習
［鈴木(純)・末定］

(126名) 2階 (生2・動2・植2) (生3・動3・植3)

(99名) 2階
A3309300  ③ A2508400　③④ A3304200  ② A3108300  ③ A3311300  ③ A3208200　③ A340620

果樹園芸学
［大迫］

先鋭領域特別講義
［泉山 他］

植物生理学
［濵渦・加藤(新)・松浦・

入枝・齋藤］

栄養機能化学
［片山・三谷］

青果品質保全学
［濵渦］

家畜衛生学
［平松(浩)］

森林経営
［植木

(180名) 2階 (生2・動2・森2) (動3・植3・森3) (生2・動3・森3) （生3・植2・森2） 【森】(

②  0024052A②  0021052A③②  0023052A A3419200  ② ②  0022052A
生物統計学

［大窪・上野・中村・
大迫］

信州農学概論
［山田　他］

分子生物学
［千・小西］

造園学
［上原］

遺伝学
［松島・鏡味・鈴木

(俊)］

(250名) F棟2階 【生2】【森3】 】生【】森・植・動・生【 【森】(生2・動2・植2) 【生】

室習実験実4第】動【
A342230

(後半

［福山

【森】　

A3120200  ②

(後半)生物分析化学
［片山・梅澤・細見］

【生】　第５実験実習室 【生】 第５実験実習室
A3145300  ③

【生】 第５実験実習室

【生】 第２実験実習室

植物資源科学コースの必修科目
森林・環境共生学コースの必修科目

１１番
植物資源生産学

特論Ⅰ
［春日・松島・阿久津・
根本・鈴木(香)］

曜日・時限 火月

黒色︓コース共通科目
赤色︓生命機能科学コース専門科目
青色︓動物資源生命科学コース専門科目
ピンク︓植物資源科学コース専門科目
緑色︓森林・環境共生学コース専門科目
紫色︓教職科目

生命機能科学コースの必修科目
動物資源生命科学コースの必修科目

生物・食資源生産
学特論(動植物環境
共生学特論)
［平松(浩) 他］

先端生命科学特論
(生命産業科学特論)
［下里 他］

１４番 (1～3週) 木材理学特論［細尾・小林(元)］

２１番

２２番 山地保全学特論
［堤・小野・福

山］

菌類共生科学特論
［山田］

ASO01500

（前半）科学英語Ⅰ
(動物)［下里］【動】
（後半）家畜品種・改
良論（21A～）

［竹田・鏡味・荻田］

１６番

１２番 動物資源生産学
特論Ⅰ

［竹田・平松(浩)］

基礎生命機能
科学特論

［大神田・細見］

ASH00500

１３番 (前半)食品分子機能学特論
［田中・河原・片山・三谷]

１５番 測量学実習［小野・福山］

【森】

２３番

２４番

２５番

アニマル
［竹田
髙木

(前半)専攻演習(植物)
［阿久津］

(後半)キャリア農学演習
［松浦］

２６番

森林計測・GIS演習［上村］

　　　　　　A3448300　　　　　③

３０番

実
　
験
　
室
　
等

［松島

(後半)化学系基礎実験
 ［細見・中村・梅澤］

AFC構内農場

A3141200  　　　　　　②

(前半)生物系基礎実験 ［山田・竹野・鈴木(俊)・細見］
(後半)微生物学系実験 ［竹野・池田・山田・細見・升本］

(前半)食品化学系実験 ［片山・藤田・筒井・三谷］

A3140200　②/A3146300　③

A2544300             ③

植物生産一貫実習Ⅲ［春日］

A3241200             ②

動物資源化学実験
［下里・上野・河原・田中・徳武］

－ 15 －



森林・環境共生学コース専門科目(森林・環境共生学コースの学生の標準履修年次︓2年次)

森林・環境共生学コースの学生は必修

２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５
05102SB00500MSA 0 005202SB00550DSB

医療倫理学・社会
医工学

［生体医工学］

生態マイクロデバイス
特論

［生体医工学］

工学基礎

［生体医工学分野全教員］ ]部阿[]山秋[ (54名) 1階
Q4400903/Q4300903 ②③④ A9508900  ④ ASC00500
[前半]教育方法論
[後半]特別活動の
理論と実践

教育実習・
事前事後指導

［教職］ [教職］ (54名) 1階
ASN00500/AS404500 ASF00500

応用微生物学特論
［池田・竹野］

(54名) 1階
A9504900  ③

理科指導法Ⅲ
[湯澤]

(54名) 1階
③  0037113A③  0033113A③ A3414300  ③ A3142200  ② A3103300  ③

遺伝子工学
［保坂・千］

菌類資源科学
［山田・升本］

流域保全計画学
［堤］

統計情報処理演習
［筒井・鈴木(俊)・三谷］

天然物ケミカル
バイオロジー

［真壁・大神田］

動3・植3・森2) (動3・植3・森3) 】生【)3森・3植・3動( 階1)名621()3森・3植・3動(
405500 A2541200

(96名) 1階

(54名) 2階
ASD00500

(54名) 2階
③ A3212300  ③ A3344300  ③ A3314300  ③ ③

統計情報演習
［萩原・渡邉］

植物圏気象学
［鈴木(純)・萩原・
松浦・阿久津］

生3・動3・森3) (生3・動3・森3) (126名) 2階
 0030243A②　0011043A③  ③ A3221200　② A3322300  ③

末定］
土質および水理学
［堤・福山］

緑地保全学
［大窪・上原］

動物細胞生物学
［髙谷］

科学英語Ⅰ(植物)
［齋藤・大迫・松浦・鈴木

(香)］

【森】 (生3・動3・植3) 【植】 (126名) 2階

(99名) 2階
③ A3406200  ② A3207200  ② A3215200  ③ A3219200  ② A3319300　③

森林経営・経済学
［植木・三木］

動物栄養学
［上野］

畜産物利用学
［下里・河原］

生殖工学
［富岡・諸白］

農業経営学
［小林(み)］

） 【森】(生2・動2・植2) (生3・植2・森2) (生3・植3・森3) (生3・動3・森3) (180名) 2階
②  0029052A② A3403200  ② A3423200 ② A3211300  ③

森林生態学
［城田・小林(元)］

農山村計画学
［内川］

草地生態学
［竹田・上野・今井］

【森】(生2・動2・植2) 【森】(生2・動2・植2) (生3・植3・森3) (250名) F棟2階

A3340200  ②

室習実験実4第】植【 場農内構CFA】植【室習実験実4第】植【
A3422300  ③

(後半)科学英語Ⅰ
(森林)

［福山・細尾・上村］

【森】　第1実験実習室 室習実験実4第】動【場農内構CFA】動【
A2551200 ② ②

】森【室習実験実1第】森【
A3120200  ② A3120200  ②

(後半)生物分析化学
［片山・梅澤・細見］

(後半)生物分析化学
［片山・梅澤・細見］

【生】　第５実験実習室 【生】 第５実験実習室 【生】　第５実験実習室 【生】 第５実験実習室
③  0035413A③  0035413A

室習実験実５第】生【室習実験実５第】生【

室習実験実２第】生【室習実験実２第】生【

(前半)生命情報科学特論
［生命工学］

［小西・伊原・富岡・入枝・梅澤］

１４番(前半)食料分析化学特論
［藤田・真壁・濵渦・中村・筒井］

  動物資源生命科学コース・植物資源科学コースでは「学際融合科目」として指定(標準履修年次2年次)

生産環境システム学
特論Ⅰ

［渡邉・萩原・松浦・
小林(み)］

１１番

前期

金木水 曜日・時限

講義室(収容数)

１２番

BSB03500

２２番

１６番先端生命科学特論
生命産業科学特論)

２１番

②

(後半) 農林フィールド実習［荒瀬］

菌類共生科学特論
［山田］

１３番

細胞システム科学
特論

［下里］

ASG00500

ASO00500

(4-6週) 森林資源利用学特論［植木・上村]

１５番

環境共生学特論
(中山間地域管理学)
［岡野・堤・上原・
内川・三木］

２６番

A3449300   /   A3445300

 (前半) 治山・砂防演習 ［堤・小野・福山］
 (後半) 森林生態学演習 ［大窪・岡野・城田］ ２３番

２４番

アニマルウェルフェア科学
［竹田・吉沢・田中・
髙木・富岡］

２５番

３０番

A3343300             ③ A2542200             ②

実
　
験
　
室
　
等

植物資源科学実験Ⅲ
［松島・萩原・根本・渡邉・松浦］

植物資源科学基礎実験
［萩原・加藤(新)・齋藤・松島・渡邉・濵渦・根本］

(後半)化学系基礎実験
 ［細見・中村・梅澤］

(後半)化学系基礎実験
 ［細見・中村・梅澤］

キャリア
デザイン

[教務委員長]

演習林手良沢山ステーション
②　　　　　　  0021413A②　　　　　　  0021413A

(前半)生物系基礎実験 ［山田・竹野・鈴木(俊)・細見］
(後半)微生物学系実験 ［竹野・池田・山田・細見・升本］

(前半)生物系基礎実験 ［山田・竹野・鈴木(俊)・細見］
(後半)微生物学系実験 ［竹野・池田・山田・細見・升本］

］谷三・井筒・田藤・山片［ 験実系学化品食)半前(］谷三・井筒・田藤・山片［ 験実系学化品食)半前(

③　0036413A/②　0020413A③　0036413A/②　0020413A

A2552200

］木三・木植・)元(林小［習演践実産生林森 )半前(］田城・野岡・瀬荒［習演礎基態生物植生野

植物生産一貫実習Ⅰ［春日］

A2557200 A②            3243300             ③
動物生産システム実験実習

［今井］
（※通年）

動物資源生産学実験
［平松(浩)・竹田・泉山・富岡］

［齋藤・杉原・森・西村］

★表の見方の例
 ②      

造園学

【森】 (動2・植2)      

－ 16 －



農学部　令和5年度時間割表
【生】 生命機能科学コースの必修科目 （生） 生命機能科学コースの学際融合科目に指定されている科目 ★表の見方の例
【動】 動物資源生命科学コースの必修科目 （動） 動物資源生命科学コースの学際融合科目に指定されている科目
【植】 植物資源科学コースの必修科目 （植） 植物資源科学コースの学際融合科目に指定されている科目
【森】 森林・環境共生学コースの必修科目 （森） 森林・環境共生学コースの学際融合科目に指定されている科目

※ （  ）内の数字は，コースが指定する学際融合科目の標準履修年次 【森】 (動2・植2)
・・・修士対象の科目

※右上の○囲み数字は開講コースの標準配当年次 森林・環境共生学コースの学生は必修

講義室(収容数) １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５
BSD15500 B00560DSB00541DSB00590DSB

生物機械工学特論
［生体医工学］

生体材料学特論
［生体医工学］

ロボット制御学特論
［生体医工学］

生体情報システム学
特論

［生体医工学］

動物行動学特論
[

（54名） 1階 [青野] ］関小［］本岩［］内竹［
ASL01500 ASK01500

動物資源生産学
特論Ⅱ

［上野・徳武］

（54名） 1階
A9505900  ③ Q4700902②③

理科指導法Ⅳ
［湯澤］

（54名） 1階
A9545900  ④ ASM01500 ASB01500

教職実践演習
[小山]

（54名） 1階
A3320300  ③ G3D21234　② A3404200  ② A3413200  ② A3442300  ③ A3109300  ③ A3204200  ②

農業経済学
［小林(み)］

ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･
ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ・ﾌｪｲｽﾞⅣ
(中級)［北原］

森林立地学
［小林(元)・岡野・城田］

治山・
砂防工学

［堤］

食品衛生学
［筒井・田中］

動物解剖組織学
［平松(浩)］

（126名） 1階 動()2植・2動・2生()2植・2動・2生()3森・3動・3生( )2森・2植・2生()3森・3植・3
A3202200  ②

動物生殖学
［髙木］

（96名） 1階 (生2・植2・森2)
Q4500904 ②③

生徒指導の
理論と実践

（54名） 2階 ［教職］

（54名） 2階

A3417300  ③ G3D21235  ② G3D21237  ② A3112200  ② ②  0028143A②  0022143A ③  0030423A

農村整備学
［内川］

ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･
ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ・ﾌｪｲｽﾞⅣ

(中級)［ﾘｱﾅ］

ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･
ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ・ﾌｪｲｽﾞⅣ

(初級)［ﾘｱﾅ］

分子細胞生物学
［小西・鈴木(俊)］

森林水文学
［小野・福山］

緑地計画学
［大窪］

統計演習
［富岡・髙谷］

（126名） 2階 (生3・動3・植3) )2植・2動・2生(】森【)2森・2植・3動(
A3407200  ② G3D21236  ② G3D21238  ② A3144200 ② A3111200  ② A3110200  ②

森林利用学
［植木・三木］

ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･
ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ・ﾌｪｲｽﾞⅣ
(中級)［矢亀］

ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･
ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ・ﾌｪｲｽﾞⅣ
(初級)［矢亀］

代謝生化学
［池田・竹野］

酵素化学
［伊原・細見］

（126名） 2階 (生2・動2・植2) 【生】 第2実験実習室 (動2・植2・森2)

（99名） 2階
A3116200  ② ②  0026033A②  0025233A A3305200  ②

きのこ科学
［升本・山田］

作物学
［萩原・松浦］

栽培学
［春日］

(180名) 2階 (動2・植2・森2) (生2・動2・森2) (生2・動2・森2)
②  0020123A②　0021023A②  0033123A A3316200  ② A2506200  ② A2507200  ②

野生動物学
［泉山］

動物遺伝育種学
［鏡味］

動物管理学
［竹田］

雑草学
［渡邉］

国際農学概論
［安江・根本・

(250名) F棟2階 )2森・2動・2生()2森・2植・2生()2森・2植・2生()2森・3植・3生( 【

②

【生】 第2実験実習室
A3342200 ②

【植】 第4実験実習室
A3144200 ②

【生】 第5実験実習室

１４番

１５番 環境統計学演習［荒瀬・城田］

(後半)総合的な学
習の時間の指導法

[小山]
※2019年度以降入

学生対象

【森】

ASP01500

２２番

１６番

２３番

生産環境システム学
特論Ⅱ

［渡邉・萩原・松浦・
小林(み)］

生命機能科学

［喜井・鈴木(俊)］

２１番

植物資源科学実験Ⅱ
［入枝・阿久津・大迫・鈴木(香)］

  A3144200/A3143200  

野生資源
植物学

［荒瀬］

(前半) 有機・分析化学系実験［伊原・真壁・大神田・中村・梅澤］
(後半) 生化学・分子生物学系実験［鈴木(俊)・千・保坂・喜井・小西］

実
　
験
　
室
　
等

 (第9～11週) 緑地環境評価学特論［大窪・泉山・鈴木(純)］

２４番 (前半) 有機・分析化学系実験
［伊原・真壁・大神田・中村・梅澤］

３０番

２５番

２６番

(前半) 有機・分析化学系実験
［伊原・真壁・大神田・中村・梅澤］

植物病学（22A）
[入枝]

１３番 (前半) 食品機能開発学特論
［河原・片山・田中・三谷］

１２番

ASH01500

植物資源生産学
特論Ⅱ

［春日・松島・阿久津・
根本・鈴木(香)］

(前半)先進応用生命科学特論
［生命工学］

［鏡味・保坂・米倉・諸白・萩田］

曜日・時限 火月

黒色︓コース共通科目
赤色︓生命機能科学コース専門科目
青色︓動物資源生命科学コース専門科目
ピンク︓植物資源科学コース専門科目
緑色︓森林・環境共生学コース専門科目
紫色︓教職科目

１１番

BSB02500
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★表の見方の例
 ②       森林・環境共生学コース専門科目（森林・環境共生学コースの学生の標準履修年次︓2年次）

造園学

【森】 (動2・植2)       動物資源生命科学コース・植物資源科学コースでは「学際融合科目」として指定（標準履修年次2年次）

森林・環境共生学コースの学生は必修

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５
0540DSB00511DSB00521DSB00561DSB00580DSB 0 BSD13500 AS108500/BS108500

生体情報システム学 動物行動学特論
[生体医工学]

生体電子工学特論
［生体医工学］

生体計測学特論
［生体医工学］

生体応答学特論
［生体医工学］

生体流体力学特論
［生体医工学］

組織工学特論
［生体医工学］

臨床医学概論
［生命医工学］

］口山［］原田［］山森［ ［羽ニ生・植村・斎藤］ ［小林］ [中楯] ［斎藤他］ （54名） 1階
00510CSA00510FSA00510DSA ③

農環境特論
［加藤(新)・齋藤］

分子生物・遺伝子
工学特論

［千・竹野］

動物細胞工学
特論

［髙木・高谷］

（54名） 1階
A9503900  ②

理科指導法Ⅱ
［下澤］

（54名） 1階
ASM01500 ASB01500 A9507900  ③

農業科
指導法Ⅱ
［飯沼］

（54名） 1階
A3204200  ② ③0033543A②  0020143A③  0035043A

動物解剖組織学 造林学
［岡野］

木材理学
［細尾］

2生()3植・3動・3生() ・動2・植2) （126名） 1階

（96名） 1階
Q4200902 ②③

道徳教育の
理論と実践

［教職］ （54名） 2階

（54名） 2階

②  0029023A③

飼料学
［徳武］

(生2・植2・森2) （126名） 2階
A3144200 ② A3111200  ② A3110200  ② A3144200 ② A3104200  ② A3105200  ② A3144200 ②

生物物理化学
［中村・梅澤］

有機分析化学
［中村・伊原］

室習実験実2第】生【室習実験実2第】生【 （126名） 2階

（99名） 2階
A3416200  ② A3107200  ② A3307200  ② A3313200 ②

生産環境学
［鈴木(純)］

食品化学
［片山・三谷］

高冷地生物生産
管理学

 [鈴木(香)]

土壌学
［齋藤］

(生2・動2・植2) (動2・植2・森2) (生2・動2・森2) (180名) 2階

A2506200  ② A2507200  ② A3323200  ② A3302200  ② A3324200　② A3216300  ③ A3206300  ②
国際農学概論
［安江・根本・

片山］

蔬菜・花卉園芸学
［阿久津］

植物遺伝資源学
［根本］

植物資源化学実験
法

［濵渦］

食品製造学
［河原・藤田］

免疫科学
［田中・萩田］

)2森・2動・2生()2森・2動・2生(】森・植・動【 【植】　第4実験実習室 【植】 第4実験実習室 (生3・植3・森3) (生2・植3・森3) （250名） F棟2階

③ 0035543A

第1実験実習室
② ②

室習実験実2第】生【室習実験実2第】生【
A3324200　②

植物資源化学実験
法

［濵渦］
【植】　第4実験実習室 室習実験実4第】動【室習実験実4第】植【

A3144200 ② A3144200 ②

室習実験実5第】生【室習実験実5第】生【

場農内構CFA】植【場農内構CFA】動【
② 0021543A

木材加工実験室

ASE00500/AS403500

食料資源利用学特論
(食品バイオサイエンス特論)

［三谷　他］

２６番

１５番

実
　
験
　
室
　
等

２４番

２５番

動物生産システム実験実習
［今井］

（※通年）
植物生産一貫実習Ⅱ［春日］

３０番

植物資源科学実験Ⅰ
［濵渦・齋藤］

(前半) 有機・分析化学系実験
［伊原・真壁・大神田・中村・梅澤］

(前半) 有機・分析化学系実験
［伊原・真壁・大神田・中村・梅澤］

植物資源科学実験Ⅰ
［濵渦・齋藤］

A3341200　　　　　　　　②

(前半) 木材工学演習［細尾・安江・末定］

(前半) 有機・分析化学系実験
［伊原・真壁・大神田・中村・梅澤］

(前半) 有機・分析化学系実験
［伊原・真壁・大神田・中村・梅澤］

A2557200       　　  ② A2543200              ②

(前半) 有機・分析化学系実験［伊原・真壁・大神田・中村・梅澤］
(後半) 生化学・分子生物学系実験［鈴木(俊)・千・保坂・喜井・小西］

(前半) 有機・分析化学系実験［伊原・真壁・大神田・中村・梅澤］
(後半) 生化学・分子生物学系実験［鈴木(俊)・千・保坂・喜井・小西］

  A3144200/A3143200  

A3450200    　　      ②

木材科学演習
［安江・細尾・末定］

(前半) 緑地設計製図［上原］

第1実験実習室

A3341200　　　　　　　　②

  A3144200/A3143200  

A3242200     　　     ②

動物生命機能学実験
［髙谷・米倉・鏡味・髙木・諸白］

１４番

２３番

１６番

２１番

２２番

農村整備演習［内川］

ASG01500

生産環境システム学 生命機能科学
特論

［喜井・鈴木(俊)］

(前半) 食料機能解析学特論
［真壁・藤田・濵渦・中村・筒井］

A3447300

(前半) 生産環境計測演習［鈴木(純)］
(後半) 土木材料学演習［鈴木(純)］ １３番

１２番

A3452200  ②　/  A3444300　③

(前半) 森林利用デザイン演習［植木・小林(元)］

水 金

後期

１１番

曜日・時限

 講義室(収容数)

木
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コード 授業名 担当教員 日程 開講場所

A2553200 自然の成り立ちと山の生業演習 小林(元)・荒瀬 9/5(火)～9/8(金) AFC各ステーション

A2547200 高冷地域植物生産生態学演習 春日・今井・荒瀬 8/21(月)～8/24(木) AFC野辺山ステーション

A2548200 高冷地域動物生産生態学演習 今井・上野・荒瀬 8/28(月)～8/31(木) AFC野辺山ステーション

A2549200 高冷地域生物生産生態学演習 春日・今井・荒瀬 9/4(月)～9/7(木) AFC野辺山ステーション

A2554200 山岳環境保全学演習 荒瀬・小林(元) 8/29(火)～9/1(金) 西駒ステーション，他

A9540900 物理学実験 内川・安江・上村 8/8(火)～8/10(木) 第1実験実習室

A9541900 化学実験 竹野・細見 9/13(水)～9/15(金) 第5実験実習室

A9542900 生物学実験 下里・諸白・渡邉・入枝 9/5(火)～9/8(金) 第4実験実習室

A3446300 樹木医総合演習 岡野・城田・小林(元)・上原
8/21（月）
8/28（月）～8/30（水）

12番講義室

A2550300 高冷地域応用フィールド演習 春日・今井
6/10（土），24日（土）
9/13（水）～9/15（金）

AFC構内ステーション

A2510300 国際共修プログラムA 片山・諸白 ※詳細は掲示にて周知

A2511300 国際共修プログラムB 城田・米倉 ※詳細は掲示にて周知

A3214200 酪農微生物学 河原　 ※詳細は担当教員から周知

A35924** プレゼンテーション演習Ⅱ 各コース教員

A35933** 専攻演習(動物) 動物資源生命科学コース各教員

A3593360 専攻演習(森林) 森林・環境共生学コース各教員

コード 授業名 担当教員 日程 開講場所

A2560200 ボランティアⅠ　 教務委員長・各コース教務委員 不定期

A2561200 ボランティアⅡ　 教務委員長・各コース教務委員 不定期

A2562300 ボランティアⅢ　 教務委員長・各コース教務委員 不定期

A2563300 ボランティアⅣ　 教務委員長・各コース教務委員 不定期

A2564200 インターンシップⅠ　 教務委員長・各コース教務委員 不定期

A2565300 インターンシップⅡ 教務委員長・各コース教務委員 不定期

A2566400 インターンシップⅢ 教務委員長・各コース教務委員 不定期

A2540300 海外農学実習 片山・米倉

A2555200 海外農学研修Ⅰ 片山・米倉

A2556200 海外農学研修Ⅱ 片山・米倉

A2576200 公開森林実習Ⅰ 小林(元)・荒瀬 不定期

A2577200 公開森林実習Ⅱ 小林(元)・荒瀬 不定期

A2578200 公開森林演習Ⅰ 小林(元)・荒瀬 不定期

A2579200 公開森林演習Ⅱ 小林(元)・荒瀬 不定期

A3245200 国内牧場実践実習 竹田 不定期

A9544900 高等学校教育実習 保坂・小山 不定期

A9543900 中等基礎教育実習 保坂・小山 不定期

コード 授業名 担当教員 日程 開講場所

A3447300 森林利用デザイン演習 植木・小林(元) 8/22（火）～8/25（金） 手良沢山演習林

A3315200 応用昆虫学 濵渦

A35903** 科学英語Ⅱ 各コース教員

A35913** プレゼンテーションⅠ 各コース教員

A35933** 専攻演習(生命) 生命機能科学コース各教員

A35943** 専攻研究Ⅰ 各コース教員

A35964** 専攻研究Ⅲ 各コース教員

※詳細は研究室の指導教員から周知 ※3年次後期開講

※詳細は研究室の指導教員から周知 ※3年次後期開講

※詳細は研究室の指導教員から周知 ※4年次後期開講

※詳細は掲示にて周知 隔年開講：令和5年度開講，令和6年度開講しない

※詳細は研究室の指導教員から周知 ※3年次後期開講

※詳細は研究室の指導教員から周知 ※3年次後期開講

後期  ※3⽉に卒業する予定の4年次の学⽣は，春季休業中に開講される集中講義を「卒業に必要な単位」として履修することはできません。
備考

夏季集中(4回：公開森林実習)と後期前半金曜
(4回)を受講すること。
履修登録は後期の履修登録期間に行うこと。

※対象となる実習は掲示等で周知 ※19A以降の学生対象

※対象となる実習は掲示等で周知 ※19A以降の学生対象

※全国農学系学部相互間における単位互換に
関する協定書を締結した大学において，公開
森林実習に係る授業科目を特別聴講学生とし
て履修し修得した単位をいずれかの授業科目
を履修し修得した単位として認定する。

※詳細は研究室の指導教員から周知 ※3年次前期開講

※松本キャンパスで開講される「教職に関する科目」の集中講義の日程・詳細は，教職掲示板で確認すること。

備考

※キャンパス情報システムでの
履修登録は不要。履修希望の学
生は，シラバスで定められた手
続きをすること。

※対象となる実習は掲示等で周知

※20A以前の学生対象
令和4年度が最後の開講でしたが，
履修が必要な20A以前の学生は担当
教員に相談・許可をもらった上で
履修登録してください。

※詳細は研究室の指導教員から周知

※詳細は研究室の指導教員から周知 ※4年次前期開講

令和5年度[集中・不定期] 開講科目⼀覧表
前期・通年  ※9⽉卒業を希望する4年次の学⽣は，夏季休業中に開講される集中講義を「卒業に必要な単位」として履修することはできません。

備考
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◎研究室毎に開講される授業は，下記のとおり指導教員毎に登録コードが異なりますので，注意してください。

科学英語Ⅱ
[3年次後期]

プレゼンテーション
演習Ⅰ

[3年次後期]

専攻演習
[※］

専攻研究Ⅰ
［3年次後期］

A35903** A35913** A35933** A35943**
竹野　誠記 01 01 01 01
大神田　淳子 02 02 02 02
鈴木　俊介 06 06 06 06
藤田　智之（筒井　歩） 07 07 07 07
真壁　秀文（河村　篤） 08 08 08 08
片山　茂 09 09 09 09
中村　浩蔵 11 11 11 11
保坂　毅 12 12 12 12
山田　明義 13 13 13 13
細見　昭 14 14 14 14
伊原　正喜 15 15 15 15
三谷　塁一 16 16 16 16
喜井　勲 17 17 17 17
梅澤　公二 18 18 18 18
小西　博昭 19 19 19 19
升本　宙 86 86 86 86
鏡味　裕 23 23 23 23
平松　浩二 26 26 26 26
河原　岳志 27 27 27 27
下里　剛士 28 28 28 28
髙木　優二 29 29 29 29
竹田　謙一 30 30 30 30
米倉　真一 31 31 31 31
髙谷　智英 33 33 33 33
田中　沙智 34 34 34 34
富岡　郁夫 35 35 35 35
上野　豊 36 36 36 36
諸白　家奈子 37 37 37 37
今井　裕理子 39 39 39 39
荻田　佑 83 83 83 83
徳武　優佳子 85 85 85 85
春日　重光 42 42 42
加藤　新平 45 45 45
齋藤　勝晴 46 46 46
濵渦　康範 47 47 47
松島　憲一 48 48 48
渡邉　修 49 49 49
入枝　泰樹 51 51 51
鈴木　香奈子 56 56 56
小林　みずき 57 57 57
根本　和洋 58 58 58
阿久津　雅子 59 59 59
大迫　祐太朗 81 81 81
松浦　朝奈 82 82 82
大窪　久美子 62 62 62
岡野　哲郎 63 63 63
堤　大三 87 87 87
荒瀬　輝夫 68 68 68
上原　三知 69 69 69
小林　元 70 70 70
鈴木　純 71 71 71
細尾　佳宏 72 72 72
安江　恒 73 73 73
内川　義行 74 74 74
小野　裕 75 75 75
上村　佳奈 76 76 76
城田　徹央 78 78 78
福山　泰治郎 79 79 79
三木　敦朗 80 80 80
末定　拓時 84 84 84

コース

生命機能科学

※専攻演習は3年次
後期開講

動物資源生命科学

※専攻演習は4年次
前期開講

森林・環境共生学

※専攻演習は3年次
前期開講

60

植物資源科学

※専攻演習は3年次
前期開講

指導教員別の履修登録コード

担当教員

40
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◎研究室毎に開講される授業は，下記のとおり指導教員毎に登録コードが異なりますので，注意してください。

プレゼンテーション
演習Ⅱ

[4年次前期]

専攻研究Ⅱ
［4年次前期］

専攻研究Ⅲ
［4年次後期］

A35924** A35954** A35964**
池田　正人（竹野　誠記） 01 01 01
大神田　淳子 02 02 02
千　菊夫 04 04 04
鈴木　俊介 06 06 06
藤田　智之（筒井　歩） 07 07 07
真壁　秀文（河村　篤） 08 08 08
片山　茂 09 09 09
中村　浩蔵 11 11 11
保坂　毅 12 12 12
山田　明義 13 13 13
細見　昭 14 14 14
伊原  正喜 15 15 15
三谷　塁一 16 16 16
喜井　勲 17 17 17
梅澤　公二 18 18 18
小西　博昭 19 19 19
升本　宙 86 86 86
泉山　茂之 21 21 21
鏡味　裕 23 23 23
平松　浩二 26 26 26
河原　岳志 27 27 27
下里　剛士 28 28 28
髙木　優二 29 29 29
竹田　謙一 30 30 30
米倉　真一 31 31 31
髙谷　智英 33 33 33
田中　沙智 34 34 34
富岡　郁夫 35 35 35
上野  豊 36 36 36
諸白　家奈子 37 37 37
今井　裕理子 39 39 39
荻田　佑 83 83 83
徳武　優佳子 85 85 85
春日　重光 42 42 42
萩原　素之 43 43 43
加藤　新平 45 45 45
齋藤　勝晴 46 46 46
濵渦　康範 47 47 47
松島　憲一 48 48 48
渡邉　修 49 49 49
入枝　泰樹 51 51 51
鈴木　香奈子 56 56 56
小林　みずき 57 57 57
根本　和洋 58 58 58
阿久津　雅子 59 59 59
大迫　祐太朗 81 81 81
松浦　朝奈 82 82 82
植木　達人 61 61 61
大窪　久美子 62 62 62
岡野　哲郎 63 63 63
堤　大三 87 87 87
荒瀬　輝夫 68 68 68
上原　三知 69 69 69
小林　元 70 70 70
鈴木　純 71 71 71
細尾　佳宏 72 72 72
安江　恒 73 73 73
内川　義行 74 74 74
小野　裕 75 75 75
上村　佳奈 76 76 76
城田　徹央 78 78 78
福山　泰治郎 79 79 79

三木　敦朗 80 80 80

末定　拓時 84 84 84

動物資源生命科学

植物資源科学

森林・環境共生学

指導教員別の履修登録コード

コース 担当教員

生命機能科学
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カリキュラム新旧対照表 

 
 

 

 

【【注注意意点点】】  

・専門科目が一部変更されています。新旧対照表を確認してください，入学時に配布された「学生の手

引き」に記載されている登録コード（８桁）で履修登録をしてください。 

 

※不明な点がありましたら，自分で判断せずに必ず学務グループ窓口で確認してください。 
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登録コード 授　業　科　目
単位
数

備　　考 登録コード 授　業　科　目
単位
数

A3244100 動物科学体験ゼミ 1 ← A3244100 牧場体験ゼミ 1

登録コード 授　業　科　目
単位
数

備　　考 登録コード 授　業　科　目
単位
数

Q35009** 教職論 2 ← Q20009** 教職論 2

← Q30019** 学校教育の歴史と現状 1

← Q31049** 障害の理解と支援 2

Q32049** 教育の制度と経営 2 ← Q32009** 教育法学概論 2

← Q32019** 教育経営学概論 2

← Q32029** 教育行政学概論 2

Q60019** 現代社会と教育問題 2 ← Q32039** 教育社会学概論 2

Q34009** 教育課程の編成法 1 ← Q40009** 教育課程の編成法 1

Q45009** 生徒指導の理論と実践 2 ← Q45009** 生徒指導・進路指導の理論と実践 2

← Q45019** キャリア教育の理論と実践 2

← Q70019** ノーマライゼーションとバリアフリー 2

Q60039** コミュニケーションの障害と学習 2 ← Q70029** コミュニケーションの障害と学習 2

Q33009** 特別支援教育の理論と実践Ⅰ 1

Q33019** 特別支援教育の理論と実践Ⅱ 1

Q47009** 総合的な学習の時間の指導法 1

Q45029** 進路指導・キャリア教育の理論と実践 1

Q61009** 教育臨床基礎演習 1

Q61019** 教育臨床応用演習 1

Q61029** 教育臨床総合演習 1

登録コード 授　業　科　目
単位
数

備　　考 登録コード 授　業　科　目
単位
数

登録コード 授　業　科　目
単位
数

備　　考 登録コード 授　業　科　目
単位
数

← A3303300 作物バイオテクノロジー概論 2

← A3318200 農業会計学 2

← A3345300 キャリア農学演習 2

A3323200 蔬菜・花卉園芸学 2 ← A3308300 蔬菜園芸学 2

← A3310300 花卉園芸学 2

登録コード 授　業　科　目
単位
数

備　　考 登録コード 授　業　科　目
単位
数

← A3454300 緑地環境計画学演習 2

【動物資源生命科学コース開設科目】カリキュラム新旧対照表（H30年度以前入学生対象）

平成31年度以降入学生カリキュラム科目（読替科目） 平成30年度以前入学生カリキュラム科目

令和2年度以降入学生カリキュラム科目（読替科目） 平成31年度以前入学生カリキュラム科目

【動物資源生命科学コース開設科目】カリキュラム新旧対照表（H31年度以前入学生対象）

廃止

廃止

令和2年度以降入学生カリキュラム科目（読替科目） 平成31年度以前入学生カリキュラム科目

廃止

【教職科目】カリキュラム新旧対照表（H30年度以前入学生対象）

平成31年度以降入学生カリキュラム科目（読替科目） 平成30年度以前入学生カリキュラム科目

※平成30年度以前入
学生は履修できませ
ん。

A2557200 動物生産システム実験実習 2 2科目あわせて読替

廃止

※科目名称の変更は無いが，登録コードが変更されている科目があります。平成31年度以降履修する場合は，左表に記載の登録
コードで履修登録を行ってください。

廃止

廃止

【植物資源科学コース開設科目】カリキュラム新旧対照表（H31年度以前入学生対象）

廃止

←

廃止

廃止

【森林・環境共生学コース開設科目】カリキュラム新旧対照表（H31年度以前入学生対象）

令和2年度以降入学生カリキュラム科目（読替科目） 平成31年度以前入学生カリキュラム科目

廃止

A2545200
A2546200

動物生産システム実習Ⅰ
動物生産システム実習Ⅱ

各1

廃止
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登録コード 授　業　科　目
単位
数

備　　考 登録コード 授　業　科　目
単位
数

A3120200 ←2学化析分物生 A2505201 生物分析化学（生命） 2

← A2505202 生物分析化学（動物） 2

A3324200 ←2法験実学科源資物植 A2505203 生物分析化学（植物） 2

登録コード 授　業　科　目
単位
数

備　　考 登録コード 授　業　科　目
単位
数

A2510300 ←2Aムラグロプ修共際国 A3118400 Applied Life Science 2

登録コード 授　業　科　目
単位
数

備　　考 登録コード 授　業　科　目
単位
数

← A3203300 2論種品畜家

← A3214200 2学物生微農酪
A2510300/A2511300 ←2BはたまAムラグロプ修共際国 2ecneicS laminA0047123A

登録コード 授　業　科　目
単位
数

備　　考 登録コード 授　業　科　目
単位
数

← A3312200 2学養栄物植

A2511300 ←2Bムラグロプ修共際国 2ecneicS tnalP0041233A

登録コード 授　業　科　目
単位
数

備　　考 登録コード 授　業　科　目
単位
数

A2511300 ←2Bムラグロプ修共際国 2ecneicS tseroF0031243A

登録コード 授　業　科　目
単位
数

備　　考 登録コード 授　業　科　目
単位
数

A3423200 ←2学画計村山農 A3415200 2学画計村山

登録コード 授　業　科　目
単位
数

備　　考 登録コード 授　業　科　目
単位
数

A2547200 ←2習演学態生産生物植域地冷高 A2547200 高冷地植物生産生態学演習 2

A2548200 ←2習演学態生産生物動域地冷高 A2548200 高冷地動物生産生態学演習 2

A2549200 ←2習演学態生産生物生域地冷高 A2549200 高冷地生物生産生態学演習 2

A2550300 ←2習演ドルーィフ用応域地冷高 A2550300 高冷地応用フィールド演習 2

登録コード 授　業　科　目
単位
数

備　　考 登録コード 授　業　科　目
単位
数

← Q330190* 特別支援教育の理論と実践Ⅱ 1

← Q330290* 2会社生共と害障

← Q600390* 介護等体験の意義と実際 1

令和4度以降入学生カリキュラム科目（読替科目） 令和3年度以前入学生カリキュラム科目

【教職科目】カリキュラム新旧対照表（R4年度以前入学生対象）

廃止

廃止（※令和5年度まで開講する）

令和5度以降入学生カリキュラム科目（読替科目） 令和4年度以前入学生カリキュラム科目

廃止

令和5度以降入学生カリキュラム科目（読替科目） 令和4年度以前入学生カリキュラム科目

【学部共通科目】カリキュラム新旧対照表（R4年度以前入学生対象）

【植物資源科学コース開設科目】カリキュラム新旧対照表（R2年度以前入学生対象）

令和3年度以降入学生カリキュラム科目（読替科目） 令和2年度以前入学生カリキュラム科目

廃止（※令和4年度まで開講する）

【生命機能科学コース開設科目】カリキュラム新旧対照表（R2年度以前入学生対象）

令和3度以降入学生カリキュラム科目（読替科目） 令和2年度以前入学生カリキュラム科目

【森林・環境共生学コース開設科目】カリキュラム新旧対照表（R3年度以前入学生対象）

【学部共通科目】カリキュラム新旧対照表（R2年度以前入学生対象）

令和3度以降入学生カリキュラム科目（読替科目） 令和2年度以前入学生カリキュラム科目

【森林・環境共生学コース開設科目】カリキュラム新旧対照表（R2年度以前入学生対象）

令和3度以降入学生カリキュラム科目（読替科目） 令和2年度以前入学生カリキュラム科目

【動物資源生命科学コース開設科目】カリキュラム新旧対照表（R2年度以前入学生対象）

令和3度以降入学生カリキュラム科目（読替科目） 令和2年度以前入学生カリキュラム科目

廃止（※令和5年度まで開講する）

廃止

廃止
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科目名 備考 履修案内の頁 時間割ｺｰﾄﾞ

教養ゼミナール群 -
教養系のうち、演習形式の授
業

G2B45---
G2B46---
G2B55---
G2B65---

環境科学群 教養系 環境・健康 環境科学 演習形式の授業は除く G2B601--
〃学哲 G2B401--
〃学術芸 G2B402--
〃学文 G2B403--
〃学語言 G2B404--
〃学史歴 G2B405--
〃論化文 G2B411--

現代社会論 G1B300--
社会学 演習形式の授業は除く G2B406--

〃学理心 G2B407--
〃学育教 G2B408--

法学・政治学 〃 G2B409--
経済学・経営学 〃 G2B410--

〃康健と会社康健・境環 G2B602--
統計 G1B100--
数理科学の世界 演習形式の授業は除く G2B501--
物理学の世界 〃 G2B502--
化学の世界 〃 G2B503--
生物学の世界 〃 G2B504--
地学の世界 〃 G2B505--

〃門入学工 G2B506--
情報学入門 〃 G2B507--

〃学科と体人 G2B603--
〃学科動運 G2B604--

キャンパススポーツ実習 G2B605--
アウトドアスポーツ実習 G2B606--

高年次スポーツ実習
対象は前年度までに指定科目を
修得した学生（ｼﾗﾊﾞｽ参照）

G2B607--

外国語科目(１年次) 基盤系 言語 ※ G1D1----
外国語科目(２年次) 専門基礎系 言語 ※ G3D2----

健康科学科目 健康科学・理論と実践 健康 G1C100--

新入生ゼミナール科目 -
科目名は、学部・学科等により異
なる

学部・学科等によ
り異なる

基礎科学科目 専門基礎系 基礎科学 - G3E1----
日本語・日本事情科目 - 外国人留学生対象 R-------

※外国語科目のうち、英語の新旧対照表は下表のとおり。
備考 履修案内の頁 時間割ｺｰﾄﾞ

G1D111--
G1D112--
G1D113--
G1D114--
G1D115--
G1D116--
G1D117--
G1D118--
G3D211--
G3D212--
G3D213--
G3D214--

【注意】新カリキュラムの科目のうち、基盤系の
新カリキュラムの科目のうち、基盤系の

「学術リテラシー」、「科学史」は平成31年度以前の入学生は対象外とします。

所属学部によって履修すべき
科目が異なる。 アカデミック・イングリッシュⅠ・Ⅱ

【教育・経法・繊維学部】
ﾌﾟﾗｸﾃｨｶﾙ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ Ⅲ・Ⅳ

リスニング＆リーディングⅠ・Ⅱ ﾌﾟﾗｸﾃｨｶﾙ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ Ⅰ・Ⅱ

リーディング・プラスⅠ・Ⅱ ｸﾘﾃｨｶﾙ・ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ Ⅰ・Ⅱ

 アカデミック・イングリッシュⅠ・Ⅱ
【人文・理・医・工・農学部】

ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ・ﾌｪｲｽﾞⅢ・Ⅳ

旧カリキュラム科目名 新カリキュラム科目名

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝ・ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ・Ⅱ ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ・ﾌｪｲｽﾞⅠ・Ⅱ(A)

コミュニカティブ・イングリッシュⅠ・Ⅱ ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ・ﾌｪｲｽﾞⅠ・Ⅱ(B)

外国語科目

基盤系

専門科目

日本語・日本事情教育科目

教養科目

教養系

人文科学群 教養系 人文・社会

社会科学群

基盤系

教養系
人文・社会

自然科学群

基盤系

教養系
自然・技術

環境・健康

体育・スポーツ群 教養系 環境・健康

科目区分 科目区分

共通教育科目　新旧カリキュラム対照表（H31年度以前入学生対象）

　令和２（2020）年度より，共通教育科目のカリキュラムが変わりました。平成31（2019）年度以前の入学生が適用となるカリキュラムとは科目の
枠組みなどが大きく異なります。
　平成31年度以前に入学した学生で，共通教育科目を履修する学生は，以下の表を参照のうえ，履修をしてください。

（例）教養科目の環境科学群の単位を修得したい場合は，新カリキュラムの教養系のうち,「環境・健康」に配置されている「環境科学」（演習形式
の授業は除く）を履修してください。

旧カリキュラム
(～H31年度入学生）

新カリキュラム
（R2年度入学生～）

「データサイエンスリテラシー」は令和４年度以前の入学生は対象外とします。
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e
 
C

h
ro

m
e

を
推

奨
）
に

よ
り

，
Ａ

Ｃ
Ｓ

Ｕ
か

ら
，

キ
ャ

ン
パ

ス
情

報
シ

ス
テ

ム
に

接
続

し
て

く
だ

さ
い

。
（
A

C
S
U

の
U

R
L
：
 
h
tt

p
s:

/
/
ac

su
.s

h
in

sh
u
-
u
.a

c
.jp

/
）
 

  
 

 
 

 
 

メ
ニ

ュ
ー

「
◆

履
修

・
成

績
」
か

ら
「
・
履

修
・
成

績
」
を

選
択

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

履
修

・
成

績
メ

ニ
ュ

ー
か

ら
「
・
履

修
登

録
」
を

選
択

。
 

 
 

 
 

 
 

※
登

録
す

る
授

業
の

コ
ー

ド
が

全
て

わ
か

っ
て

い
る

場
合

は
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
（
ク

イ
ッ

ク
入

力
）
」
で

登
録

で
き

ま
す

。
 

     
 

 
 

 
 

※
成

績
の

確
認

や
「
成

績
通

知
書

」
を

印
刷

し
た

い
場

合
は

 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
・
成

績
確

認
」
を

選
択

。
 

注
 

意
 

３
０

分
間

サ
ー

バ
ー

に
ア

ク
セ

ス
が

な
い

と
自

動
的

に
ロ

グ
オ

フ
（
切

り
離

し
）
さ

れ
ま

す
。

入
力

途
中

の
デ

ー
タ

は
保

存
さ

れ
ま

せ

ん
の

で
，

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 ▼
履

修
登

録
・
修

正
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
当

該
曜

日
・
時

限
の

コ
ー

ド
欄

に
コ

ー
ド

を
入

力
し

ま
す

 

  
 

 
 

 
 

 
 

コ
ー

ド
が

わ
か

ら
な

い
場

合
は

当
該

曜
日

・
時

限
欄

の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
 

 
（
検

索
）
」
を

ク
リ

ッ
ク

 

        
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
検

索
条

件
を

設
定

し
「
検

索
」
を

ク
リ

ッ
ク

 
 

 
 

 
 

 
 

 
※

設
定

せ
ず

に
そ

の
ま

ま
「
検

索
」
を

ク
リ

ッ
ク

す
る

と
，

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
当

該
曜

日
・
時

限
の

授
業

全
て

を
表

示
し

ま
す

。
 

         

登
録

し
た

い
授

業
先

頭
の

「
決

定
」
を

ク
リ

ッ
ク

 
   

※
 
前

期
前

半
・
前

期
後

半
等

の
同

一
時

間
帯

に
行

わ
れ

る
授

業
の

登
録

は
，

当
該

曜
日

時
限

と
「
そ

の
他

」
に

登
録

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 
 

週
２

コ
マ

開
設

さ
れ

る
授

業
や

，
前

・
後

期
で

時
限

の
異

な
る

通
年

授
業

は
，

い
ず

れ
か

１
時

限
分

の
み

を
登

録
し

て
く
だ

さ
い

。
 

 
 

な
お

，
確

認
画

面
の

表
示

は
，

入
力

と
は

別
表

示
に

な
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く
だ

さ
い

。
 

履
修

確
認

期
間

で
は

メ
ニ

ュ
ー

が
「
・
履

修
確

認
」
に

な
り

，
履

修
登

録
内

容

の
確

認
・
修

正
が

で
き

ま
す

。
 

確
認

期
間

終
了

後
は

修
正

で
き

ま
せ

ん
。

 

履
修

登
録

を
行

う
前

に
，

キ
ャ

ン
パ

ス
情

報
シ

ス
テ

ム
に

ユ
ー

ザ
ー

登
録

し
て

く
だ

さ
い

。
 

締
め

切
り

間
際

は
ア

ク
セ

ス
が

集
中

し
，

処
理

時
間

が
か

か
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
ま

す
の

で
，

余
裕

を
持

っ
て

登
録

し
て

く
だ

さ
い

。
履

修
登

録
は

，
学

内
の

パ
ソ

コ
ン

・
学

外
（
自

宅
等

）
の

パ
ソ

コ
ン

の
外

，
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

か
ら

も
行

え
ま

す
。

（
一

部
の

機
種

を
除

く
。

）
 

V
e
r.
2
.8

（
2
0
2
0
/
1
2
/
2
4
）

 

 

            

こ
の

画
面

を
必

ず

確
認

す
る

こ
と

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
※

以
下

同
じ

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
入

力
さ

れ
た

授
業

が
 

全
て

入
力

し
終

わ
っ

た
ら

「
確

認
」
を

ク
リ

ッ
ク

 
内

容
を

確
認

し
「
登

録
」
を

ク
リ

ッ
ク

 
 

 
 

登
録

さ
れ

ま
す

 
 ▼

登
録

し
た

授
業

を
取

り
消

す
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

        
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    取
り

消
す

授
業

の
「
コ

ー
ド

」
を

消
去

す
る

か
 

取
り

消
し

た
授

業
の

空
欄

を
確

認
し

，
 

 
 

 
 

登
録

し
た

授
業

が
 

も
し

く
は

、
「
取

消
」
に

チ
ェ

ッ
ク

し
 

 
「
登

録
」
を

ク
リ

ッ
ク

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
取

り
消

さ
れ

ま
す

 

「
確

認
」
を

ク
リ

ッ
ク

 

 ▼
登

録
コ

ー
ド

が
す

べ
て

わ
か

っ
て

い
る

場
合

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
メ

ニ
ュ

ー
で

「
（
ク

イ
ッ

ク
入

力
）
」
を

選
択

  

 授
業

時
間

割
表

で
コ

ー
ド

を
確

認
し

な
が

ら
，

 

登
録

し
た

い
授

業
の

「
コ

ー
ド

」
を

す
べ

て
  

 
 

 
 

 
 

 
入

力
さ

れ
た

授
業

が
 

入
力

し
「
確

認
」
を

ク
リ

ッ
ク

 
 

 
内

容
を

確
認

し
「
登

録
」
を

ク
リ

ッ
ク

 
 

 
 

登
録

さ
れ

ま
す
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 ▼
履

修
の

確
認

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
修

得
単

位
数

」
を

ク
リ

ッ
ク

 

  メ
ニ

ュ
ー

か
ら

「
・
履

修
確

認
」
を

選
択

 

 「
印

刷
」
を

ク
リ

ッ
ク

（
操

作
は

以
下

の
印

刷
処

理
と

同
じ

）
 

登
録

さ
れ

て
い

る
授

業
が

 
 

 
 

 
 

 
 

 
登

録
・
修

得
単

位
数

が
 

画
面

で
確

認
で

き
ま

す
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

画
面

で
確

認
で

き
ま

す
 

 ▼
授

業
時

間
割

表
の

印
刷

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
授

業
時

間
割

表
 

    メ
ニ

ュ
ー

か
ら

「
・
授

業
時

間
割

表
 

 
 

 
 

 
「
印

刷
」
を

ク
リ

ッ
ク

 

（
確

認
票

）
印

刷
」
を

選
択

 
 

 
 

 
 

※
「
キ

ャ
ン

セ
ル

」
で

印
刷

を
中

止
 

 
※

登
録

期
間

中
に

出
力

す
る

と
【
確

認
中

】
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

と
表

示
さ

れ
ま

す
。
 

                      

 

成
績

通
知

書
 

▼
成

績
の

確
認

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

       メ
ニ

ュ
ー

か
ら

「
・
成

績
確

認
」
を

選
択

 
 

メ
ニ

ュ
ー

か
ら

「
・
成

績
確

認
」
を

選
択

 

 
 

 
 

 
「
印

刷
」
を

ク
リ

ッ
ク

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

検
索

条
件

を
設

定
し

「
検

索
」
ク

リ
ッ

ク
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
修

得
単

位
確

認
」
を

ク
リ

ッ
ク

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   
 

「
印

刷
」
を

ク
リ

ッ
ク

 
 

 
※

「
キ

ャ
ン

セ
ル

」
で

中
止

 
 

 
 

      修
得

単
位

が
画

面
で

確
認

で
き

ま
す

。

成
績

が
画

面
で

確
認

で
き

ま
す

。
 

ん
せ

ま
い

て
れ

さ
味

加
は

件
要

業
卒

※
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
で

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
 

※
「
履

修
中

」
と

表
示

さ
れ

る
科

目
は

ま
だ

成
績

処
理

が
終

了
し

て
い

な
い

科
目

で
す

。
 

 
 

 

  ※
 
成

績
処

理
が

終
了

し
な

い
と

成
績

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

ま
せ

ん
。

成
績

開
示

日
は

共
通

教
育

及
び

学
部

ご
と

に
異

な
り

ま
す

の

で
，

便
覧

・
掲

示
等

に
よ

り
確

認
し

て
く
だ

さ
い

。
成

績
通

知
書

は
証

明
書

発
行

機
か

ら
も

出
力

で
き

ま
す

。
 

      履
修

登
録

・
成

績
確

認
に

つ
い

て
の

質
問

及
び

問
い

合
わ

せ
先

 
（
な

る
べ

く
直

接
窓

口
に

お
い

で
く
だ

さ
い

）
 

 
 

○
学

部
1

年
次

生
・
医

学
科

2
年

次
生

 
 

共
通

教
育

窓
口

 
Ｔ

Ｅ
Ｌ

：
０

２
６

３
－

３
７

－
２

９
７

６
，

０
２

６
３

－
３

７
－

２
８

６
７

 

 
 

○
高

年
次

生
・
大

学
院

生
 

 
 

農
学

部
学

務
グ

ル
ー

プ
 

Ｔ
Ｅ

Ｌ
：
０

２
６

５
－

７
７

－
１

３
３

９
 

 
 

○
キ

ャ
ン

パ
ス

情
報

シ
ス

テ
ム

全
般

に
関

し
て

 
 

学
務

課
 

 
Ｔ

Ｅ
Ｌ

：
０

２
６

３
－

３
７

－
２

４
２

６
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eA
LP

S（（
信信

州州
大大

学学
共共

通通
教教

育育
基基

盤盤
シシ

スス
テテ

ムム
））
利利

用用
のの

手手
引引

11
..

eeAA
LL
PP
SS
へへ

のの
アア

クク
セセ

スス
eA

L
P
S
へ

ア
ク

セ
ス

す
る

に
は

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
に

接
続

で
き

る
パ

ソ
コ

ン
か

ら
W

eb
ブ

ラ
ウ

ザ
を

利
用

し
A A

CC
SS
UU

  ((
  hh

tttt
pp
ss::

//
//
aacc

ssuu
..ss

hh
iinn

sshh
uu
--
uu
..aa

cc..
jjpp

//
  ))

へ
ロ

グ
イ

ン
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
A

C
S
U

ロ
グ

イ
ン

後
、

[標
準

ペ
ー

ジ
] 

に
表

示
さ

れ
る

『
eA

L
P
S
』

ブ
ロ

ッ
ク

に
あ

る
[[ee

AA
LL
PP
SS
]]  

  をを
クク

リリ
ッッ

クク
し

ま
す

。

2.
eA

LP
S時 時

間間
割割

利利
用用

方方
法法

eA
LP

Sへ
ア

ク
セ

ス
す

る
と

、
時

間
割

に
、

各
自

履履
修修

登登
録録

をを
提提

出出
しし

てて
いい

るる
授授

業業
名名

がが
表表

示示
さ

れ
ま

す
。

時
間

割
に

表
示

さ
れ

て
い

る
授

業
名

を
ク

リ
ッ

ク
す

る
と

、
そ

の
授

業
コ

ー
ス

を
利

用
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
時

間
割

の
詳

細
に

つ
い

て
は

、
下

の
図

2
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

●●
イイ

ンン
タタ

ーー
ネネ

ッッ
トト
上上

でで
学学

習習
可可

能能
なな

教教
材材

をを
利利

用用
しし

てて
学学

習習
すす

るる
ここ

とと
をを

ee--
LL
eeaa

rrnn
iinn

ggとと
いい

いい
，，

信信
州州

大大
学学

にに
おお

けけ
るる

ee--
LL
eeaa

rrnn
iinn

gg
シシ

スス
テテ

ムム
のの

ここ
とと

をを
eeAA

LL
PP
SS
とと

呼呼
んん

でで
いい

まま
すす

。。
●●

eeAA
LL
PP
SS
でで

はは
，，

履履
修修

しし
てて

いい
るる

授授
業業

にに
関関

すす
るる

『『
おお

知知
らら

せせ
』』
やや

『『
資資

料料
のの

配配
布布

』』
，，

『『
課課

題題
のの

提提
示示

』』
なな

どど
行行

わわ
れれ

るる
場場

合合
がが

ああ
りり

まま
すす

。。

図図
22

各各
自自

のの
時時

間間
割割

画画
面面

【【
ココ

ーー
スス

情情
報報

】】
開

講
時

期
・
登

録
コ

ー
ド

・
担

当
教

員
等

コ
ー

ス
情

報
が

表
示

さ
れ

ま
す

。

“
集

中
-
不

定
期

”
等

、
一一

部部
のの

ココ
ーー

スス
は

時
間

割
表

欄
外

に
表

示
さ

れ
ま

す
。

【【
e-

Le
ar

ni
ng

 セセ
ンン

タタ
ーー

かか
らら

のの
おお

しし
らら

せせ
】】

重重
要要

なな
おお

知知
らら

せせ
がが

掲掲
載載

さ
れ

ま
す

。
必

ず
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

【【
学学

部部
リリ

スス
トト

】】
【【

表表
示示

オオ
ププ

シシ
ョョ
ンン

】】
時時

間間
割割

にに
表表

示示
ささ

れれ
なな

いい
ココ

ーー
スス

の
確

認
は

こ
ち

ら
の

ボ
タ

ン
か

ら
行

い
ま

す
。

（
““
33
””
のの

説説
明明

に
従

っ
て

く
だ

さ
い

。
）

【 【
おお

問問
いい

合合
わわ

せせ
】】

メ
ー

ル
で
e-
Le
ar
ni
ng

セ
ン

タ
ー

に

問
い

合
わ

せ
が

で
き

ま
す

。

図図
１１

A
C

SU
 ロロ

ググ
イイ

ンン
後後

のの
[[標標

準準
ペペ

ーー
ジジ

]]  
画画

面面

※※
時時

間間
割割

にに
授授

業業
名名

がが
表表

示示
ささ

れれ
、、

授授
業業

ココ
ーー

スス
をを

利利
用用

すす
るる

にに
はは

、、
キキ

ャャ
ンン

パパ
スス

情情
報報

シシ
スス

テテ
ムム

にに
履履

修修
登登

録録
をを

提提
出出

しし
てて

かか
らら

11日日
程程

度度
かか

かか
りり

まま
すす

。。
※※

eeAA
LL
PP
SS
時時

間間
割割

はは
、、

キキ
ャャ

ンン
パパ

スス
情情

報報
シシ

スス
テテ

ムム
のの

時時
間間

割割
とと

はは
表表

記記
がが

異異
なな

りり
まま

すす
。。

クク
リリ

ッッ
クク

【【
年年
度度
選選
択択

】】
過

去
の

コ
ー

ス
を

閲
覧

す
る

時
は

年
度

を
選

択
し

ま
す

。

3.
時時

間間
割割

にに
表表

示示
ささ

れれ
なな

いい
ココ

ーー
スス

のの
検検

索索

①
履

修
登

録
を

し
て

い
る

授
業

名
が

時
間

割
表

に
表

示
さ

れ
な

い
時

[[表表
示示

オオ
ププ

シシ
ョョ
ンン

]]
を

ク
リ
ッ

ク

授授
業業

名名
をを

クク
リリ

ッッ
クク

し
、

コ
ー

ス
を

利
用

eA
LP

Sママ
イイ

ココ
ーー

スス
画画

面面
でで

確確
認認

（
“
3
-
②

”
の

説
明

に
従

っ
て

く
だ

さ
い

）

②
eA

LP
Sマ

イ
コ

ー
ス

画
面

利
用

方
法

履
修

登
録

を
提

出
し

て
い

る
の

に
、

時
間

割
に

授
業

名
が

表
示

さ
れ

な
い

。
ま

た
は

、
ゲ

ス
ト
公

開
等

を
し

て
い

る
コ

ー
ス

（
履

修
登

録
な

し
に

利
用

で
き

る
コ

ー
ス

）
を

利
用

し
た

い
時

は
、

以
下

の
手

順
で

コ
ー

ス
の

確
認

・
検

索
を

行
い

ま
す

。

クク リリ ッッ クク

図図
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学学
部部

一一
覧覧

画画
面面

履
修

登
録

を
提

出
し

た
授

業
名

が
表

示
さ

れ
る

履
修

登
録

を
提

出
し

た
授

業
名

が
表

示
さ

れ
な

い

すす
べべ

てて
のの

期期
間間

にに
チチ

ェェ
ッッ

クク
（（
✔✔

））
し

、
再

度
時

間
割

表
を

確
認

利
用

し
た

い
コ

ー
ス

が
属

す
る

学学
部部

名名
をを

クク
リリ

ッッ
クク

「「
高高

等等
教教

育育
ココ

ンン
ソソ

ーー
シシ

アア
ムム

信信
州州

eC
he
s」」

のの
遠遠

隔隔
配配

信信
授授

業業
ココ

ーー
スス

をを
ゲゲ

スス
トト
利利

用用
す

る
時

は
こ

ち
ら

を
ク

リ
ッ

ク

[[  
学学

部部
リリ

スス
トト

]]
を

ク
リ
ッ

ク
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eA
LP

Sは
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
伴
い
、
時
間
割
画
面
で
科
目
名
（
学
部
名
）
を
ク
リ
ッ
ク
後
、
再
度
eA

LP
Sロ

グ
イ
ン

画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
（
そ
の
他
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
eA

LP
Sロ

グ
イ
ン
画
面
が
表
示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
）

下
図
の
よ
う
な
eA

LP
Sロロ

ググ
イイ
ンン
画画

面面
にに
もも
A
C
SU

のの
ロロ
ググ
イイ
ンン
時時
とと
同同

様様
にに
、、
学学

籍籍
番番

号号
とと
パパ
スス
ワワ
ーー

ドド
をを
入入

力力
し
て
eA

LP
S

へ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

【 【
注注

意意
】】

科科
目目

名名
をを
クク
リリ
ッッ
クク
すす
るる
とと
再再
度度
eA

LP
Sロロ

ググ
イイ
ンン
画画

面面
がが

表表
示示

ささ
れれ

まま
すす
！！

クク リリ ッッ クク
クク リリ ッッ クク

各各
自自

のの
時時

間間
割割

画画
面面

eeAA
LL
PP
SS
ロロ
ググ
イイ
ンン
画画

面面

44
..

相相
談談

窓窓
口口

eA
LP

S
の

利
用

方
法

で
不

明
な

点
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
e-

Le
ar

ni
ng

 セ
ン

タ
ー

に
メ

ー
ル

を
送

っ
て

い
た

だ
く

か
、

直
接

e-
Le

ar
ni

ng
セ

ン
タ

ー
ま

で
お

越
し

く
だ

さ
い

。
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

：
el

ea
rn

in
g@

sh
in

sh
u-

u.
ac

.jp
場

所
：
全

学
教

育
機

構
南

校
舎

２
階

( 
平

日
9
:0

0
 ～

1
7
:0

0
 )

図図
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各各
学学

部部
ママ

イイ
ココ

ーー
スス

画画
面面

授授
業業

名名
をを

クク
リリ

ッッ
クク

し
、

コ
ー

ス
を

利
用

す
る

キ
ャ

ン
パ

ス
情

報
シ

ス
テ

ム
よ

り
履

修
登

録
の

提
出

を
確

認
し

e-
Le

ar
ni

ng
 セセ

ンン
タタ

ーー
へへ

連連
絡絡

eA
LP

S
学

部
別

マ
イ

コ
ー

ス
に

も

履
修

登
録

を
提

出
し

た
授

業
名

が
表

示
さ

れ
な

い

ココ
ーー
スス
をを
検検

索索
すす
るる

テ
キ

ス
ト
ボ

ッ
ク

ス
に

、
コ

ー
ス

名
・

教
員

名
等

（
一

部
で

も
可

）
を

入
力

し
、

[[  
G

o
]]  

をを
クク

リリ
ッッ

クク
クク

リリ
ッッ

クク

ゲ
ス

ト
公

開
等

を
し

て
い

る
コ

ー
ス

（
履

修
登

録
の

提
出

な
し

に
利

用
で

き
る

コ
ー

ス
）
を

検
索

す
る

eA
LP

S
学

部
別

マ
イ

コ
ー

ス
に

履
修

登
録

を
提

出
し

た
授

業
名

が
表

示

検
索

結
果

が
表

示
さ

れ
る

の
で

、
利

用
す

る
コ

ー
ス

名
を

ク
リ
ッ

ク
す

る
※

ゲ
ス

ト
公

開
の

コ
ー

ス
に

は
、

コ
ー

ス
名

の
ブ

ロ
ッ

ク
に

が
表

示
さ

れ
ま

す

ママ
イイ
ココ
ーー
スス
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